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時事英語教授法
一 複合的アプローチによるメディア英語の習得一

小 林 敏 彦

ABSTRACT

本 稿 で は、大 学 の教養 英語 の授 業 にお け る時 事英 語 の教授 法 につ いて

論 じ、 さ らに具体 的 な授業 の ため のデ ータ収集 、 タ ス ク、 シラバ スの

作 成 、授業 の展開 、 フ ィー ドバ ック につい て紹 介 す る。従 来 の ような

リス ニ ング とリー デ ィ ング に限 定 された授 業展 開 や指 導で はな く、 プ

レゼ ンテー シ ョン、 ロール プ レイ、 デ ィス カ ッシ ョン を取 り入 れ たス

ピー キ ング お よび翻 訳 と投 書 を中心 とす る ライ テ ィ ング指 導 を含 め

た、4技 能 の 習得 のた め の複 合 的 なア プロー チ を論 じ る。 また 、学 習

者 の学 習 を授業 中心 か ら自立 的学 習 へ移行 で きる よう、教 師の 指導 に

代 わ るフ ィー ドバ ックの確保 につ いて も触 れ る。

1.INTRODUCT[ON

EFL環 境下では、教室外のSLA促 進要素 として、インプット、アウ トプッ

ト、インターラクションのいずれも学習者の自発的なアクセスが不可欠 とな

る。このことは、 とくに発信技能 に関 して顕著である。学習者 と教師の接触

及びクラス時間が限 られているとい う問題 を克服するには、自立的な学習

(independentlearning)を 奨励 し、促進 しなければな らない。

言語の使用よりも知識 に重点 を置いた教授法で日本の大学生に英語教育を

施 して も、社会が期待する英語の運用力を有した人材 を育成す ることは困難

である。今日、NECや 日産 をはじめ、巨額の予算を投 じて社内英語教育を施

す企業が増 えてきているが、それを前提に大学側が英語の運用面を強化する

責任を放棄するなら、それは一 「会話は巷の英会話学校で」 と開き直 り、

高校のオーラルコミュニケーションという正規の科目を文法などに読 み替え
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る姿勢 と同様 一 公教育の責任を放棄するに等 しいであろう。

外国語教育は、そρ目的と意義、そしてそれを達成させるための具体的手

法を学習者に常 日頃か ら明示し自覚 させ、効率的で理論的な教育環境 を創造

し維持 して こそ達成可能であり、教師には、 目的達成のために最適な英語教

授法 を研究し開発 し、実践することが期待される。しかし、い くら理想的な

授業を展開することがで きても、 リスニングや リーディングのような受信技

能についてある程度の効果 を望むことがで きるのだ としても、アウ トプッ ト

については、現行の一般的な大学の英語教育のカ リキュラムで、その源泉 と

なる十分 なインプッ ト量 を授業中に提供することは到底不可能である。

外国語学習の理想は、学習者が独力で、 または同レベルの複数の学習者が

集 まった場面で、独習で きるようにさせる点にある。教師の重要な役割 のひ

とつは、教室外での学習法 を紹介 し、最終的に学習者をひとり立ちさせるこ

とである。また、教師が不在 の場合 に独習可能 になる代替 フィー ドバ ックを

いかに確保すべきかを、学生に明示することが不可欠である。

学習者 に独習する力を身 につけさせるには、時間の経緯 とともに教師の関

与(teacher'scontro1)を なるべ く少な くしてい くことが大切であるが、その

際、 フィー ドバ ック、特にスピーキングとライティングのような発信技能の

アウ トプッ トに対するフィー ドバ ックをどう与 えるかが最大の難i点となる。

スピーキングには、話 し相手が介在 し、ライテ ィングには読み手が介在する。

ともに評価や修正がなければ上達(特 にaccuracy)は 困難である。

authenticmaterial(実 物 素 材)

大 学 の 授 業 で オ ー セ ン テ ィ ッ ク な 教 材 を 使 用 す る 機 会 が 増 え て き て い る 。

オ ー セ ン テ ィ ッ ク で あ る と い う こ と 、 す な わ ち"authenticity"は 以 下 の よ う

に 定 義 さ れ て い る 。OEDの 第2版 で は"beingrea1,actua1"(Vo1.1,1989:

797),Webster'sNewWorldDictionaryofAmericanEnglish第 三 版 の

Co11egeEditionで は"reliabilityandtrustworthiness,stressingthatthe

thingconsideredisinagreementwithfactoractuality"(1988:92)と 定 義
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さ れ て い る。 外 国 語 教 育 で の 定 義 と して は、RichardsとPlatt&Plattが 示

す"thedegreetowhichlanguageteachingmaterialshavethequalitiesof

naturalspeechorwriting"(1992:27)が あ る。 オ ー セ ン テ ィ ッ ク な教 材 とな

る と、Porter&Robers(1981:37)が 示 す よ う に"notinitiatedforthe

purposeofteaching"で あ る。

オ ー セ ン テ ィ ッ ク な教 材 へ と シ フ トが 進 む の は 、 時 事 英 語 に対 す る 関 心 が

高 ま り、 実 物 素 材 が 入 手 しや す くな っ た た め だ と考 え られ る。 時 事 英 語 へ の

関 心 が 高 ま っ た背 景 に は、 ビ ジネ ス界 か ら の大 学 英 語 教 育 へ の 批 判 と実 用 英

語 へ の期 待 が あ る。ビ ジ ネ ス の 現 場 は、つ ね に今 日的 な話 題 と直 面 して お り、

新 聞 や ニ ュー ス な どの メ デ ィア を通 じた 情 報 収 集 が ル ー テ ィー ン に な っ て い

る。 世 界 の 情 報 の圧 倒 的 量 が 英 語 で あ る こ とか ら も早 い時 期 に時 事 英 語 に触

れ させ る こ との重 要 性 が 教 師 と学 習 者 の双 方 の 問 で徐 々 に認 識 され て きた 。

Yamane&Yamane(1996)は 、 時 代 の 要 請 に つ い て以 下 の よ う に 述 べ て い

る。

最近 は文字 か らの情 報 ばか りで はな く、 テ レ ビを通 して 同時 に視覚 と

聴 覚 に訴 え る情 報 が多 くな って きてい る。 その よ うな時代 におい て英

語 学 習面 で も 「時代 のマ ス メデ ィア」 に対応 で きる準 備 を してお く必

要が あ るので はない だ ろ うか。(p.1)

同 様 に、Yasuda&Fukuda(1997)は 、この傾 向 を以下 の よ う に評 価 して い る。'

近 年 ほ とん どの大 学や 専門 学校 で、 い わゆ る時事 英語 が学 ばれ るよ う

に なった こ とは、 国際 化 を必然 と して い る現在 の 日本 に とって、誠 に

喜 ば しい こ とで あ る。(p.1)

さらに、時事英語 を授業 に取 り入 れ実践 してい るMarshall&Miyabe

(1995)は 、それが学習者 と教師の双方に恩恵をもたらす として、以下のよう

に強調 している。

Usingauthenticdatafromthemassmediaisaverystimulating

sourceofinputfortheIanguageclassroom.Usingthesetodesign
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suitabletasksforstudentsisachallengingbutrewardingwayto

accesscurrentEnglish,forbothstudentsandteachers.(pユ43)

たしかに、 これは恩恵深い時事英語学習であるが、や はり学習者からは教

材 としての難 しさが指摘 されている。吉田他(1996)に よる大学生377人 を対

象 とした調査では、英字新聞は難 しいものと考 えられている傾向があ り、語

彙が難解であることや大学生の背景知識が不足 してい ることが判明してい

る。特に政治経済関係の記事 においてその傾向が著しかった という。

オーセンティックな教材の使用 に対する懸念について、Larsen-Freeman

(1986)は 、扱 う分野 を制限するよう以下のように提唱 している。

Forstudentswithlowerproficiencyinthetargetlanguage,itmay

notbepossibletouseauthenticlanguagematerials.Simpler

authenticmaterials(forexample,theuseofaweatherforecast

whenworkingonpredictions),oratIeastonesthatarerealistic,are

mostdesirable.Itisnotsoimportantthatthematerialsbegenu-

ineasitisthattheybeusedauthentically.(p.136)

天気の話な ど、 日常的な現象や知識に関しては問題ないだろうが、大学生

の知的レベルを考えると、気象だけではな く、自然科学、人文社会 といった

分野の枠を超 えて、様々な分野の素材に触れさせ学習させることが重要では

なかろうか。

非文学系テキス トの人気

学習者側の問題に留 まらず、教 える側の知識 の限界や扱う内容の好みが授

業の内容に大 きな制限と方向性 を与 えていることは否定できない。大学英語

教官 ・教員の大多数が文学部出身であるために、素材 は文学作品が中心 とな

り、投資信託や国連海洋条約などを扱 うことはまれである。そのため、伝統

的 に経済学部 も医学部 も大学1、2年 の授業では専門分野のひとつである文

学の講義 と類似 した授業を受 けてきた。 この点 についてKizuka(1996)は 以

下の見解を示 している。
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大学に入学して初めて時事英語のコースを取り、英字新聞を読む学生

はほとんど例外なく新聞英語は難しいと言います。これは決して彼ら

の英語力が足らないからではなく、これまでの日本の英語教育が文学

作品に片寄っていたため英字新聞独自の表現や専門用語に接してこな

かったからです。(p.1)

しか し、ここ十数年 に様子は激変した。今 日では文学作品のテキス トが息

を潜め、代わ りに評論文、新聞や雑誌記事、さらに演習問題付 きの語学教材

の占める割合いが大幅 に増えている。一例 として、表1に ある小樽商科大学

のシラバスか ら抜粋 した使用テキス ト名 とジャンルの一覧表を見 ると、英語

1、II、IIIで使用 されていた全 テキス トに占める文学作品のテキス トの数は、

1984年 は全テキス ト38冊 中22冊 で57.9パ ーセン トだったのが、2001年 で

は31冊 中4冊 で12.9パ ーセントに激減 している。 こうしたシフ トの背景 に

は、大学生の学力低下 により深い読みが要求される文学作品が読めなくなっ

た事情 も考 えられるが、時事英語の方が文学作品よりも、学習者 にとって平

易で理解 しやすいとは言いがたいであろう。上述 したように多 くの大学生が

時事英語の語彙 と内容 は難解であると考えているのだ。

時事英語の定義

「時事英語」は一般に"currentEnglish"と 訳され るが、本来 この英語は現

代 において使用されている英語全般を指す言葉であり、この訳語では漠然過

ぎる。 日本語の 「時事英語」はもっと狭義で、「新聞、雑誌、ラジオ、テレビ

等 のいわゆるジャーナ リズムで使用されている英語 を意味す る」(小 川編、

1982:136)と 受 け止められている。ゆえに、"Englishin(mass)media"ま

たは"(mass)mediaEnglish"と 訳すのが妥当であると筆者 は考える。

メディアの英語は、非常に実用価値が高いデータであり、また最近では比

較的入手 しやすい素材である。 ここでいうメディアとは、テレビでラジオ放

送、新聞、雑誌、WWWを 指す。いまや衛星放送の発達で外国のニュースが

茶 の間で自由に聞ける時代である。米 国の大統領の演説や新聞記事 もイ ン
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TABLE1 小樽商科大学英語クラスで1984年 度 と2DOI年 度 に使用 されたテキス トの
一覧(外 国人教師を除 く)

英
語

1

1984年 度

[文]Hemingway:TheKillers&OtherStories

[文]Hemingway:TheOldManandtheSea

[文]Bates:TheDaffodilSkyandOtherStories

[文]Lawrence:TheShadowinthさRoseGarden

[文]ThePortobelloRoad&OtherStories

[文]MurielSpark:VoicesatPlay

[評]TheDistinctivenessoftheJapanese

[評]ThePeopleofJapan

[評]ConfessionsofaJapanologist

[評]JapanasISawHer

[評]BritainKnownandUnknown

[評]AmericaasaCivilization

[評]BritishShortStoriesofToday

[評]AmericanCommunicationPatterns

2001年度

[語]コ ミュニケーションのための英文法ワークブック

[語]コ ミュニケーションのための大学英語入門

[評]TheCulturalNetwork

[語]TheSoundofMusic

[時]ListentotheVoicesoftheWorld

[時]NewspaperEnglish20001Edition

[文]VoicesatPlay

[語]EngliSliStepbyStep

[評]LanguageandCulture

[時]ニ ュース英語パ ワー ボキャビル4000語

[語]IdiomsforEveryone

[時]NewspaperEnglish

[語]TheExpandingUniverseofEngli曲

英
語
∬

[文]TheHeartisaLonelyHunter

[文]ColonelJulianand(>therStories

[文]DeathinSpring

[文]AStreetcarNamedDesire

[文]Uncle

[文]TheFiddleroftheReelsandOtherStories

[文]ModemAmericanShortStories

[時].A㎜Lander'sAdv{ceintheAsahiEveningNews

[文]TheLongValley

[文]TheChildWhoNeverGrew

[時]NoNoiseIsn'tGoodNoise

[評]TheInvisibleGround

[評]ProblemsoftheWorldToday

[評]AmericanMyth,AmericanReality

[文]Dubliners

[語]EnglishMasterBox(1)-TOEIC

[評]AmericanStudiesSeminar

[評]Monet,Manet,andDegasLivinginModemTimes

[語]基 礎英文講 読法

[評]日 本 とアメリカ:深 層文化へのアプ ローチ

[語]ネ イティヴがよく使 う 〔英単語 ・イデ ィオム ・決ま り文句〕

[評]Whatislinguistics～

[語]TheExpandingUniverseofEnglish

[評]TheRobotasEnemy?andOtherScienceEssays

[評]TheWorldHistoryoftheTwentiethCentury

[文]ToPleaseHisWifeandOtherStories

[語]HotBeatListening:UnderstandingRockandPop

[評]ExploringHiddenCulture

[文]TheShadowintheRoseGarden

[評]ManandCulture

英
語
m

[文]NineteenEighty-Four

[文]England,MyEngland「

[文]AftertheShowandOtherStories

[文]ABitofftheMapandOtherStories

[文]TheThirdMan

[文]BestStoriesofWilliamSaroyan

[文]BitterSweetLoveStories

[語]AllAboutLanguage

[語]LanguageinThoughtandAction

[評]TheFireNextTime

[評]SocialAnthropology

[語]英単語出題ランキング

注意[文]… …文学作品[評]… …評論、伝記、学術等[語]… …語学[時]… …時事英語
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タ「ネットで無料で入手可能できるし、さらに音声付 きファイルもあり、い

つでも好 きなニュースを選んで聞 くことが可能だ。 このように、メディアを

活用できる理想的な学習環境 は整っているが、積極的に活用 しようとす る者

がそれほど多いとは言えない。個人が 自由に教材 とな り得るデータを入手で

きる環境が整備 されているということは、教室外での自主的な学習 と習得 を

促進させ ることが可能であるということであ り、教 える側はこの事実をしっ

か りと把握しておかなけれぼならない。

教師は、自ら最新のネット技術 に親 しみ、常 日頃から学習に活用可能なも

のを探 し、何 らかのヒン トを得て授業および学習者の言語習得のことを思い

やるべ きである。インターネットを始め とする通信技術の発達によりよ り

オーセンティックな教材を即時入手できるため、メディアの素材 は鮮度が大

切であるにもかかわらず、市販のテキス トとして販売される頃には時間のず

れが生 じてしまう。このため、教師は毎 日のように変わる国際情勢に合わせ

て教材を作成 しなければならない ことがある。

発信技能 を含めた時事英語教育

時事英語教育 は、市販テキス トの構成か らも分かるように、従来 リスニン

グか リーディングを中心 としたものであったが、 この傾向について著者 を含

め異義 を唱える者 も多い。小野田(2000)は 、アウ トプッ トの重要性を以下の

ように強い調子で主張 している。

本 来 メ デ ィア とい う もの は、 そ こか ら情 報 を得 て、 その情 報 を何 らか

の形 で利 用 し、話 題 に関 して何 らか のfeedbackを した り、自分 の考 え

を構 築す る材 料 とすべ きで あ るし、英語 学 習 の 目的 は、inputをoutput

につな げ、 自己表 現力 を養 成 す る こ とで ある。(p.87)

発信技能を強調するからといって、単純に、受信技能を軽視することには

ならない。Fujii&Kato(1997)は 、時事英語 を学ぶ行為 を、「時事英語 を理

解すること」 と 「時事的な事柄や問題 に関して英語でコミュニケーションを

.行 うこと」の2つ であるとし、学習の順序 について以下のように述べている。
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学習 の順 序 として は、 い う まで もな く、 「理解 」か ら入 って いか な けれ

ば な りませ ん。英字 新 聞 を読 めず、英 語放 送 を聞 いて もさっ ぱ りわ か

らない人 が満 足 な英語 を書 けるはず が あ りませ ん し、話 す こ とも期待

で き ませ ん。(p.1)

これ は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン と聞 け ば何 よ りまず ス ピー キ ン グ を連 想 す る よ

う な英 語 習 得 を安 易 に考 え る学 習 者 に対 す る痛 烈 な警 告 で あ る 。相 手 の言 う

こ とが 聞 き取 れ な け れ ば 相 互 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン は成 立 し な い。 イ ン タ ー

ネ ッ トの 時代 に は 、 電 子 メ ー ル文 書 を画 面 上 で 理 解 し即 座 英 文 で返 信 す る こ

とが 求 め られ る。 音 声 だ けで はな く、 書 き言 葉 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン も ま す

ます 重 要 に な っ て きて い る。 強 固 な受 信 能 力 の 裏 付 けが な け れ ぼ 、 ま と もな

ア ウ トプ ッ トや イ ンタ ー ラ ク シ ョ ン は期 待 で き な い。 リス ニ ン グ 、 ス ピ ー キ

ン グ、 リー デ ィ ン グ 、 ライ テ ィ ン グ の4技 能 は、 す べ て 等 し く時 間 をか け て

学 習 す る こ とが 大 切 で あ る。

受 信 技 能 と発 信 技 能 の バ ラ ンス に関 して 、Shiokawa(1997)は 、リス ニ ン グ

と リー デ ィ ン グ に偏 重 した 従 来 の 時 事 英 語 教 材 に疑 問 を抱 き、"criticalread-

ing"か ら"criticalwriting"(p.76)へ 発 展 さ せ る統 合 的 な教 授 法 を 開 発 し実 践

して い る。この 教 授 法 は、工 夫 しだ い で は、少 々 レベ ル が 高 くな るが 、"critical

listening"と"criticalspeaking"が 統 合 可 能 で あ る こ と を示 唆 し て お り、簡 易

化 され た初 期 的 タ ス ク とし て は 、 ニ ュ ー ス を聞 い て英 問 英 答 させ るタ ス ク な

どが 考 え られ る。

時事英語 と内容スキーマ

時事英語の存在意義 は情報の伝達にあり、文学 とは読む目的や読み方に質

的な差異がある。Briton,Snow&Wesche(1989)は 、情報収集 という目的意

識 を持たせて言語学習を進めることの重要性 を、以下のように述べている。

Successfullanguagelearningoccurswhenstudentsarepresented

withtargetIanguagematerialinameaningful,contextualizedform

withtheprimaryfocusonacquiringinformation.(p.17)
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このように、時事英語 を教えるにあたって、受信技能では、5WIHの 把

握、すなわち正確 に早 く情報収集する力が、発信技能では、一定の情報 に対

する評価 を正確に効率よく表現できる力を養成する教育を施すことが重要で

ある。伝統的に、時事英語の授業はリスニングとリーディングに限定 されて

きた背景があるため、前者の受信技能については比較的実践 しやすいかも知

れないが、後者の発信技能については、素材で提示 された情報以上の内容ス

キーマ(contentschema)が 構i築されていなけれぼならない。そのため、内容

中心の授業(content-basedteaching)を 施す必要があり、教 える側に広い分

野 にわたる知識 と関心が求められる。前出の吉田他(1996)も 、スキーマの活

性化を視野 に入れた授業を組み立てる必要性を説いている。

船山(1996)は 、具体的な時事英語素材を前 にしたとき必要 となるのは、「語

学的知識を超 えた広い背景知識 に根ざした文脈の理解」(p.15)で あるとし、

事前に時事的な背景知識 を確保 した上で英語理解 を促進してい くところに、

時事英語教授法の特徴 を見出している。Miyano&Ruelius(1999)は 、背景知

識の重要性 を以下のように説いている。

英 語 をマ スタ ー し よう と言 う野心 を持 って いる学生 に とって は、英語

の勉 強 と並 行 して 、 日米 の政 治 ・経済 ・文 化 ・社会 な どの 言語 の背景

をなす諸 要 素 を比較 検討 し、更 に文化 的相 違 点 ・類 似 点な どを総 合 的

に研 究 す る こ とが不 可欠 だ と思 う。そ して、 この様 な語 学 プ ラス α の

学 習法 ほ ど、気 の利 い た英語 学習 はあ る まい。(p.3)

語彙解説 を超 えたさらなる時事的事象に関する内容スキーマを構築す るに

は、学習者が普段か ら自発的に新聞やニュースに積極的に接 し知識 を広げて

いることが大切であるが、現実には不十分な知識 しかもちあわせていない学

習者がほとんどであるので、授業ではプレ ・リスニ ングやプレ ・リーディン

グの段階で工夫が必要 となる。
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時事英語 と構文 ・文法

時事英語 を活用 した英語学習について、語彙 と内容が難解であるという懸

念が学習者の問にあることは既 に指摘 したが、構文 についてはそれほど懸念

する必要 はない。時事英語で用い られる文法項 目については、小林(1997)の

実証研究がある。同研究は、世界の27か 国で発行されている57紙 ・誌の英

字新聞、雑誌 とCNN、BBC、ABC、InsideEdition、NHKJapanWeekly

のニュース番組で使用されている英語の構文を調べ分類した結果、表2に あ

るように、1)不 定詞、2)完 了形、3)分 詞の形容詞的用法、4)関 係詞、5)

分詞構文、6)比 較級、7)倒 置、8)第5文 型、9)動 名詞、10)間 接疑問文の

順で使用頻度が高 く、日本の中学校で習 う項 目が88.7パ ーセン ト、高校で習

うものが11.3パ ーセ ントであることが判明した。この事実を学習者に熟知さ

せれば時事英語 に対する不必要な違和感 を少 しで も緩和で きることであろ

う。

2.TEACHINGANDLEARNINGMEDIAENGLISH

筆者 は、片寄 りのない中立的な基本語彙を身 につけてきている大学生 に、

より現実の世界で使われている特定分野に固有の語彙を習得する必要性 を説

き、既習語彙の性質をより多様化する手段 として、時事英語、特にニュース

英語を授業で使用してきた。CNN、ABC、BBCな どの放送を早朝 に録画 し、

時事英語の名の下 に新鮮なうちにその日の授業で使用、さらにニュースの背

景を詳細 に解説 した"content-based"(内 容中心)の授業を数年続けてきた。

リスニング、スピーキング、 リーディング、 ライティングの技能は、実用

英語ではどれも疎かにできない。「実用イコール英会話」という考えは、従来

の教養対実用 という硬直 した二分法の産物である。インターネッ トの時代に

なり、 リーディングとライティング とい う書 き言葉の重要性が見直 されてい

る。話 し言葉 と書き言葉、受信技能 と発信技能のいずれにこだわることもな

く複合的に学習し、4技 能 をバランスよく習得することが望ましい。
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TABLE2時 事英語で使用される文法項目

EngIishStream創 刊第2号

口口ニ ュース英瓠で用 いられ る文法項 目

使用頻度と履修期

履修する学校 中学 高校
頻度別文法項目 例文数 頻度

1)不 定詞 34 18.9%

名詞的用法 20 11.1% ●
形容詞的用法 5 2.8% ●

副詞的用法(目 的) 5 2.8% ●

副詞的用法(結 果) 4 2.2% ●

2)完 了形 20 11.1%

現在完了 ・結果 7 3.9% ●

継続 8 4.4% ●

経験 2 1.1% ●

現在完了進行形 2 t1% ●

過去完了 1 0.6% ●

3)分 詞の形容詞的用法 14 7.8%

現在分詞 4 22% ●

過去分詞 10 5.6% ●

4)関 係詞 13 72%

who 2 1.1% ●
that(主 格) 4 2.2% ●
which(制 限用法) 1 0.6% ●
which(非 制限用法) 1 0£% ●

前置詞+which 1 0.6% ●

目的格省略形 1 0.6% ●
where(制 限用法) 1 0.6% ●
where(非 制限用法) 1 0.6% ●
as 1 0.6% ●

5)分 詞構文 8 4.4% ●

6)比 較級 5 2.8%

原級 1 0.6% ●

比較級 2 1.1% ●

最上級 2 1.1% ●

7)倒 置 2 1.1% ●

8)第5文 型 2 1.1% ●

5)動 名詞 1 0.6% ●

10)間 接疑問文 1 0.6% ●

11)そ の他 80 44.4% ●

合計 180 100% 88.7% 11.3%
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本稿では、時事英語を素材 として各技能 を習得 させるため、以下にあげる

具体的な技能の養成 を目標 とするよう提案する。

1)リ ス ニ ン グ

2)ス ピー キ ング

3)リ ー デ ィ ン グ

4)ラ イテ ィ ング

英語の情報を聞いて5WIHを 把握し、音声認識

能力を高める

報道内容を伝達し、さらに自分の意見を表明し議

論できるようにする

記事や原稿を読んで5WIHを 把握できるように

し、語彙力を高める

時事問題に関して作文したり英字新聞に投書でき

るようにする

これ らの達 成 に少 しで も近 づ け る よ うに 、 著 者 が 実 践 して い る 時 事 英 語 教 授

法 を、 技 能 別 に さ らに 基 本 とな る4っ の 要 素 、 デ ー タ収 集 、 タ ス ク、 学 習 の

頻 度 、 フ ィー ドバ ック に分 け て整 理 し て い きた い。

デ ー タ収 集(datacollection)は 、教 材 と して 使 用 す るた め に 必 要 な生 の 素

材 を集 め る こ とで あ る。 もち ろん 、 生 の状 態 に近 い市 販 の教 材 を購 入 した り

借 りて 使 用 す る こ と もで き る。

タ ス ク は 、 入 手 した デ ー タ を ど う活 用 して 各 技 能 の 習 得 を促 進 させ る か と

い う手 法 で あ る。 各 タ ス ク の詳 し い実 施 方 法 に つ い て解 説 す る。

学 習 の頻 度(frequency)は 、 学 習 量 と学 習 が 反 復 され る間 隔 の こ と を指 す 。

どの 技 能 も、 適 切 な タ ス ク を 用 い て時 間 をか けれ ぼ か け る ほ ど効 果 が 期 待 で

き る と考 え られ る が 、 教 室 で の授 業 だ け で な く、 そ れ を 日常 生 活 の 中 に う ま

く組 み込 む工 夫 が 必 要 とな る。 これ は、デ ー タ収 集 の困 難 が 影 響 しや す い し、

タ ス ク の 内容 に よ っ て 疲 労 度 も違 う の で 、 調 整 が 大 切 で あ る。

フ ィ ー ドバ ッ ク(feedback)と は、『ロ ン グ マ ン応 用 言 語 学 用 語 辞 典 』(1985)

に よ る と、 広 義 に は 「行 動 の結 果 につ い て の報 告 を提 供 す る情 報 」(p.133)で

あ るが 、 教 授 法 と して は、RichardsとPlatt&Plattが"commentsor

informationlearnersreceiveonthesuccessofalearningtask,eitherfrom

theteacherorfromotherlearners"(1992:137)と 定 義 して い る 。 これ は 、
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タスクが うまく進行 しているか、またある一定の期間にどれ くらいの成果が

出たのかを知る手段である。 これを怠ると、効果のない方法を継続するだけ

で徒労に終わって しまう。フィー ドバックは、スピーキングやライティング

の技能向上には特に不可欠 となる学習のプロセスである。

2-1=LISTENING

メディアを使用したリスニング活動は、テレビ ・ラジオのニュースを聞い

て理解する力の養成に役立つ。メディアの英語 は、英語 を母語話者に向かっ

て発せ られる通常の放送 と一定 の時間帯 に英語 を母語 としない人 たちに向

かって発せ られる、1500語 という語彙制限の中で、センテンスも短 く、通常

より30%減 速 しクリアに朗読されるVOA(VoiceofAmerica)SpecalEng-

1ishな どの特別番組の2種 類がある。

通常の生の英語 は、実用英語技能検定試験準1級 程度の実力者には、適切

なレベルではあるが、大学の1年 生には語彙、聞き取 り、さらに内容におい

ても理解困難である。 しかし、学習者用に作成 された英文 を朗読 したような

人工的な言語資料(linguisticdata)で はな く、本物の英語 を提供するには、市

販のリスニング教材よりも、実際に放送された生の英語であり、同時に語彙

的、統語的、音声的に調整 された英語であるVOASpecialEnglishの 番組の

ニュースを使用 した方が効果的である。これほどニュース英語 を初 めて聞 く

学習に適 した理想的な教材 は他 にない、と筆者は確信 している。

2-1-1=DataCollection

メ デ ィア か らの デ ー タ は、 テ レ ビ、 ラ ジオ な どの ニ ュー ス番 組 か ら収 集 す

る のが 中 心 とな る。テ レ ビで あ れ ば 、CNN、ABC、BBCな どが 見 られ るBS

放 送 が 一 般 的 で あ るが 、 ほ とん どが 海 外 の ニ ュ ー ス な の で 、 国 内 ニ ュ ー ス を

題 材 に す る場 合 は 、 ニ ュ ー ス の2か 国語 放 送 が 利 用 で き る。 ラ ジ オ で は、 イ

ギ リス英 語 な らBBC、 ア メ リカ英 語 な らVOAが 代 表 的 だ が 、短 波 ラ ジ オ か

ら収 録 した り、 有 線 放 送 や 衛 星 マ ル チ チ ャ ン ネル の サ ー ビ ス を利 用 す る こ と
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ができる。特に、衛星を利用した収録 は、音が明瞭で24時 間いつで も収録で

きるので便利である。

音声の収録 と同時に重要 となるのは、原稿の入手である。多 くの放送局 は

ウエッブサイ トでニュース原稿 を公開している。VOAの 場合なら、実際の放

送 とは若干違 うものの、ほぼ完全な原稿が入手できる。原稿のないニュース

を使用する場合は、教師が聞いて書 き取 るより方法 はないが、英語母語話者

の協力 を得ることが必要 となる。

筆者 は経験から言えば、1週 間前に用意したビデオや新聞の切 り抜 きが、

翌週には劇的な変化のためもう使えな くなる、ということがある。そのため、

早朝に収録することが多い。このような場合は、教材 と加工 した り十分準備

することは実質的に困難であるため、タスクはあとで紹介す る特定情報の認

識タスクや大意の汲み取 りなどに限定 されるが、新鮮 さを提示することは重

要である。

2-1-2:Task

リス ニ ン グ活 動 は、 大 き く分 け て2つ の 要 素 か らな る。 ひ とつ は、 内容 理

解(comprehension)で あ り5WIHを 把 握 す る こ と。 も うひ とつ は、 音 声 認

識(perception)で 個 々 の 音 を 聞 き取 る こ とで あ る。リス ニ ン グ活 動 す る に は 、

そ れ ぞ れ の 目 的 に応 じ た タ ス ク を作 成 し な け れ ば な らな い。 本 稿 で い う タ ス

ク(task)と は 、 学 習 した項 目 を強 化 、 習 得 す る た め に用 い られ る作 業 演 習 を

意 味 し、 内容 理 解 の タ ス ク に は、 質 疑 応 答(Q&A)、 多 義 選 択(Multiple

Choice)、 内 容 真 偽(TrueorFalse)な どが あ る。 これ らを評 価 の た め に行

え ば テ ス ト(test)と な り、 同 じ こ と を学 習 の 強 化 や 習 得 の た め に行 え ば タ ス

ク と呼 び 名 が 代 わ るだ け で 、活 動(activity)自 体 は 同 じで あ る。多 くの教 材 が

テ ス ト とタ ス ク を混 同 して お り、 実 力 をつ け る た め の 自主 教 材 が 力 試 しの テ

ス トの よ うに な って い る もの が 少 な くな い。 本 稿 で は、 以 下 の5大 原 則 に基

づ い て 作 成 した タ ス ク を紹 介 す る。 これ は、Richards(1987)が 体 系 化 した リ

ス ニ ン グ理 論 に筆 者 が 加 筆 した もの で あ る。
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原則1:"Contentvalidity"(内 容の妥当性)

リスニ ングカは、提示されるニュースか ら得 られる情報 を汲み取 る技能で

あ り、よく聞かなくても背景知識などあれば歴然 としているものや、逆に背

景知識がなければ答えられないようなタスクではいけない。

原 則2:"Listeningcomprehensionormemory"(聴 解 力 か 記 憶 力 か)

リス ニ ン グカ は瞬 時 に情 報 を汲 み 取 る力 で あ り、 情 報 を長 く記 憶 し続 け る

こ とに重 点 が 置 か れ て はな らな い 。 そ の た め 、 あ らか じめ 質 問 項 目 を提 示 す

る こ とで 学 習 者 の 記 憶 負 担 を軽 減 す る"completewhilelisteningtask"(実 際

の英 文 を聞 きな が ら完 成 させ る作 業)を 重 視 し、また ス テ ップ 方 式 を取 る こ と

で 毎 度 聞 き取 り の焦 点 が 定 め られ る よ う にす べ きで あ る。

原 則3:"Purposefulnessandtransferability"(目 的 と移 転 性)

タ ス ク の手 順 や 内容 は 、 現 実 の英 語 使 用 の場 で 必 要 な技 能 を養 成 す る もの

で な けれ ば な ら な い。 ニ ュー ス を 聞 く目的 は 、 主 に5WIHの 情 報 を収 集 す

る こ とで あ り、 ニ ュ ー ス の 要 点 か ら細 部 に関 す る情 報 まで 汲 み 取 る力 を養 成

す る もの で な けれ ぼ な らな い 。

原則4:"Testingorteaching"(試 験か指導か)

タスクは、あ くまでも英語力の習得(acquisition)を 目的とする ものであ

り、試験ではないため、タスクの出来具合いに学習者が一喜一憂するのでは

な くあ くまでもタスクを完成させ るプロセスで実力がつけられるものでなけ

ればな らない。また、そのプロセスが、現実の英語使用の ときに再現できる

ように手助 けしてくれるものでなければな らない。そのため、CDを 聞 く前

に、ニュースの内容に関して学習者の内容スキーマを喚起 し聞 き取 りやす く

するよう、最重要語彙項 目とその意味の提示を行 う必要がある。これにより、

学習者は紹介 されている語句から大まかなニュースの内容 を想像することが

でき、関連知識 を頭に浮かべながら聞き取 る姿勢が生 まれる。
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原 則5:"Authenticity"(実 物1こ近 い か)

聞 き取 りに使 用 され る題 材 は、自然 の 言 語 に近 い もの で な けれ ぼ な らな い。

学 習 者 用 に吹 き込 まれ た テ ー プ ばか り聞 い て い た の で は、 実 際 の テ レ ビ、 ラ

ジオ 、 室 内 ア ナ ウ ンス 、 大 学 の講 義 、 講 演 会 な どの生 の 英 語 を 聞 き取 れ る よ

う に は な れ な い 。 調 整 され た教 材 ばか り聞 い て い る の は、 温 室 で育 て られ た

植 物 と同様 、 た く ま し さ に欠 け る。

こ の5原 則 に基 づ い て 、初 級 レベ ル 用 と中 ・上 級 向 けの2種 類 の フ ォ ー マ ッ

トで 作 成 し、 筆 者 が 日々 使 用 して い るハ ン ドア ウ トの見 本 が 、 図1と 図2で

あ る。これ は、筆 者 が使 用 して い る統 一 フ ォー マ ッ トで あ り、あ らゆ るニ ュ ー

ス や そ の他 の デ ー タ を使 用 す る と き に常 用 して い る もの で あ る。全 体 をPre-

1isteningactivities(準 備)、Listeningactivities(本 番)、Post-listening

activities(確 認)の3段 階 に し、そ れ ぞ れ の タ ス ク を レベ ル に応 じて若 干 変 え

る こ と もあ る。 以 下 、 初 級 用 の フ ォー マ ッ トにつ い て解 説 す る。

Pre-listeningactMties(準 備)

STEP1.ListeningWarm-up(事 前情報の提示)

本文 の理解 を助けるために、ニュースで使用されている最重要語句7つ を

左側 に並べ、それぞれのニュースの中で使用されている意味の日本語を書 く。

この語句紹介 には、前述 した内容スキーマを喚起する役目もあるので、ユニッ

トのタイ トルとともにこれか ら聞き取るニ ュースの内容 を推測 して、関連 し

た背景知識をなるべ く多 く思い出すように学習者に指示する。 しかし、前に

も触れたように時事英語の素材は、語彙解説だけでは不十分なほど背景知識

を要するものもある。筆者 は、時間の許すかぎり、ラジオか ら収録 した素材

であって も、テレビの衛星放送の関連 したニ ュースをビデオに収録 して授業

で見せたり、世界地図のウエッブサイ ト(www,1ib.utexas.edu/maps/index.

htm1)に ア クセス し、対 象地域の地 図を大型 ス クリーンに映 し出 し地勢

的な解説をしている。これだけでも、限定的だが内容スキーマが喚起 され、こ

れから聞 く内容 を視覚化できるので、話を追いやす くなるものと考 えられ る。
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Listeningactivities(本 番)

STEP2⊥isteningforComprehension(5WIHの 把 握)

7ask1!プ ープ をン甥 の τ請ξず次o鰍 ζ英 語 ま、たぽ ∠ヲ嬬 寄 笙〉～で ぐだ きの。

ニュースのあらすじに関する質問を与 える。英語でも日本語でも構わない。

また、紙に書かせる必要はなく、だいたいの内容 を口頭で答えさせ る。レベ

ルに応 じて、2、3度 繰 り返してから次のステップに進んで もよい。

7ask2!首 ラー鰐 のτ、次4)文 ψ激 文0汐 容 κ浮っτのカぽ'7'、否っで

のなグ虎ばFを 還 んでぐだきの。

2つ 英文が与 えられてお り、それぞれの英文の内容が本文の内容 と一致す

るものをT、 一致 しないものにはFを 選 ぼせる。5WIHに 関する部分の ど

こか を、少 しまたは大幅に変える。 また、肯定、否定などの違いにも注 目さ

せる。

Task3!首 ラー鱒 のτ、以 下の貫欝0密 『え と乙,で褒6幽 な 首0を 詔 号

て選 んで ぐだ きの。

これ は、 英 文 の設 問 の答 え とし て も っ と も適 切 な もの を4つ の 選 択 肢 の 中

か らひ とつ 選 ぶ 形 式 で 、TOEIC(TestofEnglishforInternationalCommu-

nication)やTOEFL(TestofEnglishasaForeignLanguage)で 定 番 の 形

式 で あ る。実 物 のTOEFLかTOEICの 問 題 をい くつ か 紹 介 し、比 較 させ る こ

と も考 え られ る。

STEP3.〕steningforPerception(音 声 認 識)

衰 菱4ど プ ー プ を甥 の で、 望覆 勿 中 〆ど甥 き坂 った離7を スnfぐ だ き の。

文章全体の中にある7箇 所の空欄に、聞き取った語句を書 き入れさせる。

LL教 室などでは、教師のマスターテープを座席備え付けのテープにダビン

グし、一定の時間内(3～5分)に 自由に再生 と巻 き戻 しをさせると、個人化

され効率がよい。ここでは、STEP1で 紹介 された最重要語句は対象にせず、

数字や紛 らわ しい語句などを選ぶ。 また、前 までのユニ ットで重要語句 とし

て紹介済の項目を復習できるように工夫する。上級向けのフォーマットでは、

冠詞 など音節が少な く聞 き取 り難い要素を含んだ語句 を聞 き取 らせ るとよ

い 。
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Post-listeningactivities(確 認 作 業)

[1]TRANSCRIPT(ニ ュ ー ス 原 稿)

正 確 に聞 き取 っ た か ど うか を確 認 す るた め に 、 英 文 ニ ュ ー ス の全 文 を各 ユ

ニ ッ トに載 せ る 。 聞 き取 り後 に、 全 文 の 視 覚 的確 認 は欠 か せ な い。

[2]VOCABULARYREV旧W(語 彙 解 説)

リス ニ ン グ の 際 、 た だ単 にた くさ ん 聞 い て"perception"(音 声 認 識)を 鍛 え

る だ けで は正 確 な"comprehension"(内 容 理 解)が で き る よ う に な らな い。 聞

き とれ て も、 語 彙 項 目が 意 味 不 明 で あ っ て は 、 内 容 を理 解 す る こ とが で き な

い。 語 彙 増 強 も同 時 に計 画 的 に進 め て 行 く こ とが 不 可 欠 で あ る こ と を、 学 習

者 に強 調 し な け れ ば な らな い 。 ニ ュー ス の 中 で使 用 さ れ て い る重 要 語 句 お よ

び発 音 、 和 訳 、 英 文 定 義 、 関 連 語 句 、 さ らに必 要 に応 じて 事 典 的 な説 明 を加

え て解 説 す る。 発 音 に つ い て は、 ア ナ ウ ンサ ー の 発 話 に 忠 実 な発 音 記 号 を載

せ 、 他 の 発 音 の仕 方 が あ る場 合 な ど は並 記 す る。

英 文 定 義 は 、Webster'sNewWorldDictionary、RandomHouseCollege

Dictionary、LongmanDictionaryofAmericanEnglish、LongmanActive

StudyDictionaryofEnglish、LongmanDictionaryofContemporary

English、OxfordAdvancedLearner'sDictionaryな どが 便 利 で あ る。 英 文

定 義 で 覚 え て お く と文 脈 に応 じ て さ ま ざ まな和 訳 が 可 能 に な る。 特 に、 動 詞

と形 容 詞 に つ い て は しっ か り と英 文 で 原 義 を覚 え させ る よ う に した い 。 関 連

語 句 は、 派 生 語 とし て他 の 品 詞 形 、 同 義 語 、 反 意 語 、 さ ら に 日本 語 の 意 味 を

見 て 当 然 連 想 す る と思 わ れ る語 句 の 紹 介 も行 う。

[3]TRANSLATION(全 文訳)

ハ ンドアウ トには、正確 に英文 を理解 しているか どうかを確認するために

全文訳 も載せ るが、教師の判断で省いても構わない。 これは、あとで英作文

に利用することも可能で、ニュース原稿の英文 と突 き合せた授業が展開でき

る。
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このフォーマッ トでハ ン ドア ウ トを作成 す るには、あ くまで も完全 な

ニュース原稿が入手できなければならない。早朝 に録画 した英語ニ ュースを

授業で即座に使用する際、原稿の入手が困難なときは、おおまかな内容把握

を確認するタスクや明瞭に聞き取れ る部分(10秒 ぐらい)の ディクテーショ

ンを行 うとよい。 また、聞き取れる語彙項目を書 き取 らせ、数名に板書 させ

コメントする方法 もある。さらに、聞 き取 りを容易にするためには、"focused

listening"(特定情報の聞き取 り)を導入 し、クラス全体 をい くつかのグループ

に分け、動詞、形容詞、名詞、数字など、特定の種類 の語彙項 目だけを書き

取 らせ、同 じ特定項 目を充てられたグループ同士で競争させる方法 もある。

2-1-3=Frequency

この タ ス ク を大 学 の 授 業 で 行 う とな る と、 週1回 の 頻 度 で1、2ユ ニ ッ ト

消 化 す るの が 限度 で あ る 。学 習 の 効 果 を考 え る と、初 級 用 で1日3ユ ニ ッ ト、

中 ・上 級 用 で1日2ユ ニ ッ トを あ る一 定 の 期 間 継 続 す る必 要 が あ る。 課 題 と

し て 出 す に は、 あ ま りに も膨 大 な量 に な る の で 、 熱 心 な学 生 に収 録 テ ー プ を

ダ ビ ング して あ げ 、 ハ ン ドア ウ トを渡 す か 、 自前 の ウ エ ッブ サ イ トに フ ァ イ

ル と して 公 開 して お く こ と もで き る 。

4-1-4=Feedback

このフォーマットでは、ステ ップ2の タスクが終了することに解答する方

法 と、解答せず次へ進む方法 とがある。あまりテンポよ く教師が一方的に解

答 してい くと、教師の解答 に依存 し深 く考えな くなってしまう懸念がある。

1度 聞いただけではステップ1を 解答できない学習者 も少な くないはずだか

ら、次のタスクの最中に分かれぼ戻って解答 してもよいとした方が適切、 と

判断できる場合 もあるだろう。

教室の中では、何人かを指名 して解答させ ることもできる。ペアワークで

少 し話 し合わせてか ら解答するのもよい。やや時間の余裕 を与えることが大

切である。
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FIGURElVOASpecialEnglish

1:台 湾暴風に襲われる

STEP1.ListeningWarm-up(事 前情 報 の提 示)

ま ず 以 下 の キー ワー ド7の 意 味 を確 認 し ま しょ う。次 に,こ れ らの キー ワー ドが

ニ ュー ス の 中で どの よ う に使 われ てい るか,確 認 して くだ さい。

a)storm

b)hit

c)missing

d)landslides

e)flooding

嵐

～に襲来す る

行方不明 の

地すべ り

洪水

f)moveacross… … ～ を 横 切 る

9)strait 海峡

STEP2.ListeningforComprehenslon(5WlHの 把 握)

Task1:テ ー プ を聞 い て,ま ず 次 の質 問 に英語 また は 日本 語 で 答 えて くだ さい。

Question:WhatdamagedidthestormcausetoTaiwan?

Task2:も う一 度 聞 い て,質 問 の答 え と して最 も適 当 な もの を記 号 で選 んで くだ さい。

Question:Howmanypeoplehavenotbeenfoundyet?

a.1

b.10

c.20

Task3=も う一 度 聞い て,次 の文 が本 文 の 内容 に合 って い れ ばT,合 って い な けれ ば

Fを 選 んで くだ さ い。

1:Itisthefirsttimeamajoroceanstormhittheislandthisyear。(T/F)

2:Thestormislikelytogrowstrongerwhenitcrossesthestrait.(T/F)

STEP3.ListeningforPerception(音 声 認 識)

最後 にテープを聞いて,空 欄 の中に聞き取 った語句 を入れて ください。

INWEATHERNEWS:ApowerfuloceanstormhitTaiwan(1:

personwaski11ed;tenothersweremissing.

)landslidesandflooding.Thisisthesecond(3:

Taiwanthisyear.Experts(4:)thestormwi11grow(5:

acrosstheland.However,they(6:

movesacrosstheTaiwanStrait(7:)China'ssoutheastcoast.

).One

Rainandstrongwindshave(2:

)oceanstormtohit

)asitmoves

)thestormcouldregainstrengthasit
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ニ ユー ス 原稿

INWEATHERNEWS:ApowerfuloceanstormhitTaiwanTuesday.One

personwaskilled;tenothersaremissing.Rainandstrongwindshavecaused

Iands工idesandflooding.ThisisthesecondmajoroceanstormtohitTaiwanthis

year.ExpertsbelievethestormwillgrowweakerasitmovesacrosstheIand.

However,theysaythestormcouldregainstrengthasitmovesacrosstheTaiwan

StraittowardChina'ssoutheastcoast.

語彙解説 よ く読んで今後の学習に役立て ましょう!

[]powerful[■]圏 「強 力 な 」(=fullofforce)反 意 語 は"powerless"(無 力

の)。

[x]ocean[■]圏 「海 洋 」 形 容 詞 形 は"oceanic"。

[x]storm[■]図 「嵐,暴 風 」(=violentweather,includingstrongwinds)

[x]hit[■]國 「襲 う,達 す る 」(=arriveat)

[x]missing[■]圏 「行 方 不 明 の 」(=notyetconfirmedasalivebutnotknown

tobedead)

[]1andslide[■]圏 「地 す べ り」"landslidevictory"で 「(選 挙 の)地 滑 り的 大

勝 利 」。

[x]flooding[■]圏 「洪 水 」 動 詞 は 同 形 で"makeaplacecoveredorbecome

coveredwithwater"(～ を水 浸 し に す る)の 意 味 。

[x]major[■]圏 「大 型 の 」(=large,greatinsize)「 小 型 の 」 は"minor"。

[x]expert(s)[■]圏 「専 門 家 」(=apersonwithspecialknowledgeortraining)

[]growweaker[■]國 「(徐 々 に)弱 ま る 」 「急 激 に 弱 ま る」 は"turnweaker"。

中 立 的 な の が"becomeweaker"。

[]moveacross[■]國 「～ を 横 切 る」(=movefromonesidetoanotherside

of)

[

[

[

]regain[]國 「再 び得 る,盛 り返 す 」(=gainagain)

]strength[■]図 「強 さ」 「勢力 」"gainstrength"で 「勢 力 を増 す 」,"lose

strength"で 「勢 力 を失 う」。 動 詞 形 は"strengthen"(=makesomething

stronger)。

]strait[■]圏 「海 峡 」英 国 で は複 数形 の方 が 一般 的 。例:"theStraitsofDover"

(ド ー バ ー海 峡)も っ と広 い の は"channel"。 例:"theEnglishChannel"(イ

ギ リス海 峡)。

圏
天気のニュース:大 型の海洋性 の暴風 が火曜 日,台 湾 を襲 いました。1人 が死亡,10

人が行方不明 になっています。雨 と強風で地滑 りと洪水が発生 しています。大型 の暴

風が台湾 に上陸 したのは今年になって2回 目です。専門家 は暴風 雨は同島 を横切 りな

が ら弱 まってい くと見てい ます。 しか し,台 湾海峡 を横切 り中国南東海岸部 へ移動す

る際に再度勢力を盛 り返す可能性がある と述べています。

ANSWERSFORSTEP2

Task1→Rainandstrongwindshave.

Task2→a

Task3→Statement1:F/Statement2:F
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FIGURE2VOARegularEnglish

BiometricsForldentification

STEP1.ListeningWarm-up(語 彙 項 目の確 認)1

まず以 下 の キー ワー ド7の 意味 を理 解 し,一 度 聞 いて 聞 き取 れ るか どうか 確認 して く

だ さい。

1.Iawenforcementofficials=police

9
ρ

り0

4

「0

ρ0

7

ahostof=alotof

configuration=shape

trait=characteristics

tiny=extremelySmalI

spectacular=unusuallyinterestingandimpressive

.project=judgeorcalculateusingtheinformationonehas

STEP2.ListeningforComprehension(5WlHの 把 握)

Task1:テ ー プ を 聞 い て,ま ず 次 の 質 問 に 英 語 ま た は 日本 語 で 答 え て くだ さ い 。

1.Whathavelawenforcementofficialslongusedtoidentifycriminals?

2.Whyhavelawenforcementofficialsusedthem?

Task2:も う一 度 聞 い て,次 の 文 が 本 文 の 内 容 に合 っ て い れ ばT,合 っ て い な け れ ば

Fを 選 ん で くだ さ い 。

1.Lawenforcementofficialshavereplacedfingerprintswithothermeansof

identification.(T/F)

2.Variouswaysofidentifyingpeoplehavebeenusedforthingssuchascredit

checks.(T/F)

Task3:も う 一 度 聞 い て,本 文 の 内 容 に 合 う よ う に 最 も適 当 な も の を 選 ん で 文 を 完 成

さ せ て く だ さ い 。

isuniqueenough.toidentifyhls/hertraits.

wrltes(C)speaks

involvestheuSeofcomputertechnologytomeasure

(B)behavioral(C)physicalorbehavioral

3.RichardNortonprojectsthatbiometricswillgrowtobea

industry.

(A)20million(B)170mi11ion(C)3billion

STEP3.ListeningforPerception(音 声 認 識)

最 後 に テ ー プ を 何 度 も聞 い て,空 欄 の 中 に 聞 き 取 っ た 語 句 を 入 れ て くだ さ い 。

1.Thewayaperson

(A)hears(B)
2."Biometrics"

characteristics.

(A)physical
dollar

Theconfigurationof(1:

these,(3:
),theirisof(2: ),speechpatternsall

(4:)usingcomputertechnologyto

behavioraltraits(6:

torofthetradeassociationforUS.biometricscompaniessaysthetinyindustry

sgrowth(7:)§pectacular.[38seconds]

),areuniqueandthereforeidentifyingcharacteristics.

(5=)thosephysicalor
)"Biometrics."RichardNorton,ExecutiveDirec-

,
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Transcript

A:Becauseeachperson'sfingerprintsareunique,1awenforcementofficialshavelong
usedfingerprintstoidentifycriminals.Butmodernscienceoffersahostofmore
effectivemeansofidentification.And,LindaCashdanreports,inthewakeoflast
week'sterroristattacks,thenewtechnologiesaregettingmuchattention.

B:Theconfigurationof[aface],theirisof[thehumaneye],speechpatterns.alI
these,

science]

[itturnsout]
ofusingcomputertechnologyto

,are『uniqueandthereforeidentifyingcharacteristics.[The

[rneasure]thosephysicalorbehavioral

traits[iskllownas]"Biometrics."RichardNorton,ExecutiveDirectorofthetrade
associationforU.S.biometricscompaniessaysthetinyindus㌻ry'sgrowth[hasbeen]

spectacular.

C:Asrecentlyas1995weweresellingonly,maybe,20milliondo11arsworthofgoods

andservices.Thisyearweexpecttosellatleast170millionandweprojectbythe

year2010itshouldbeathree-billion・dollarindustryatthisrate.

B:That'sbecausethesewaysofidentifyingpeoplehavebeenusedforeverythingfrom

arrestingcriminalstoestablishingidentitiesforcreditchecksandaccesstofacilities.

VocabularyView よく読んで今後の学習に役立てましょう/

[1]fingerprint[■]図 「指 紋 」

[2]Iawenforcementofficials[■]図 「(警察 な どの)法 執 行 当 局 」

[3]ahostof[]圏 「多 くの,大 ぜ い の 」

[4]inthewakeof[■]副 「～ の後 に 」

[5]configuration[■]圏 「形,外 形,輪 郭 」

[6]iris[]図 「瞳 」

[7]trait[■]図 『「特 徴 」

[8]tiny[■]圏 「と て も小 さ な 」

[9]spectacular[■]圏 「目 を見 張 る ほ どの 」

[10]project[■]動 「～ で あ る と見 積 も る」

lTra・slati・n

A人 の指紋 は皆違 うので,法 執行 当局 は長い間指紋 を犯罪者 の割 り出 しに使 って きました。

しか し,現 代 の科 学の恩恵で,よ り効果 的な特定法が あ ります。 リンダ ・キ ャシュダンが

新 しい科学技術 が先週の テロ事件 の後 で注 目されて きて いる様子 をお伝 えします。

B顔 の輪郭,目 の瞳,声 紋 などは皆人 に よって違 います ので,特 徴 を割 り出 して くれ ます。

コンピュー タ技術 を駆使 して これ らの身体 的,行 動的特徴 を特定 する科学 は「生物測 定学」

として知 られてい ます。米国 の生物測定 学企業の労働組合 の リチャー ド・ノー トン組合長

は,こ のちっぽけな産業の成長 には目を見 張 るものが ある と述 べてい ます。

Cつ い この間 の1995年 には,我 々の業界 資産 は2千 万 ドル足 らずで した。今年 はそれが少 な

くとも1億7千 万 ドルに達す る見込 みです し,こ の率 で行 くと,2010年 には30億 ドル に

なるはず です。

Bそ の理 由 としてあげ られ るのは,人 物 の特定法 が犯人 の逮捕か ら,ク レジ ッ トカー ドや施

設へ の入場 の際の本人確認 などにも使 用 されて きてい るか らなんです。

lAnswerforSTEP2
Task1→1:Eachperson'sfingerprints.

2:Becauseeachperson'sfingerprintsareunique.

Task2→1-F2-TTask3→1-C2-C3-C
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2-2=SPEAKING

リスニング素材の分類にあるように、発話行為 はモノローグ とダイアロー

グとに分けられる。モノローグは、一定のメッセージを1人 の話者が一方的

に発するもので、聞き手からの直接的なフィー ドバ ックがない発話形態であ

る。ダイアローグでは、発 したメッセージに対 し何 らかの即時 フィードバ ッ

クがあ り、言い換 えや発音の修正、繰 り返 し、強調な どの発話 を調整するこ

とがある。すなわち、インターラクションがあり、 リスニングも同時に行 う

活動である。

メディア英語を使用したスピーキング活動には、モノローグの場合は聞い

た り読 んだ りしたニュースの概略 を英語で口頭発表 するオーラルプ レゼン

テーション、ダイアローグの場合 は、コミュニケーション ・ギャップを利用

したペアワーク、ニュースキャスターや特派員に扮するロールプレイ、ハ ン

ドアウ トなしで口頭で解答させ るQ&A、 さらにディスカッションなどがあ

る。

2--2-1=DataCollection

データ入手 には、基本的にリスニングのときと同じ方法をとるが、ロール

プレイのことを考えると、ラジオより画像のあるテレビのニュースの方が有

益であるかも知れない。しかし、原稿の入手可能性を優先させ ると、VOAな

どのラジオを選ぶ ことになろう。 ラジオでは、画像がな く、視覚的には模倣

できない分だけ想像を働かせて、音声情報から各グループで個性豊かで多彩

で自由な演出が期待できることも確かである。

コミュニケーション ・ギャップ活動には、英字新聞に毎 日載っている求人

広告(classifiedads)や 天気予報の図表が利用できる。

2-2-2=Task

oralpresentation

30秒 か ら1分 程 度 の長 さ の ニ ュー ス を 聞 か せ た り、原 稿 を読 ませ た後 に、
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要旨をまとめて言わせる。一応、30秒 程度の制限時間を設 けてさせ る方がよ

い。レベルによっては、英文ではな く日本語のニュースや記事を読 ませるこ

とも考 えられ るが、母語に依存するタスクを続 けていると、いつ までたって

も日本語で考えてか ら英語 に訳す癖から脱却できない。 また、曖昧な点など

があれば、教師は中断させて5WIHに 関す る質問を出して誘導 した り、必

要に応 じて何度 もニュースを再生させて もよい。

教室での活動 としては、一定時間の制限のもとに発表 した後、他の学生 と

の問に質疑応答の時間を設 けるべきである。事前 に質問 しやす くす るために

模範質問な どを列挙 したハ ンドアウ トや質疑の決 まり文句などを事前 または

質疑の途中で提示することもできる。

教室外で この方法を持続 させると完全なモノローグとなるので、教師か ら

のフィー ドバ ックを提供するためには、課題 としてオーディオテープに吹き

込 ませて提出させ、授業中に再生し、他の学生にも聞かせ る方法 と、テープ

を1本 ずつ教師がていねいに聞き、個人的な指導を行 う方法がある。

教師や他者の助 けのない完全な独習の場合は、吹き込んだ自分のプレゼン

テーションを再生 し、自分で修正すべ き箇所を発見 し、録音 を繰 り返すこと

が考えられる。 また、 このように自力でできるだけ修正を繰 り返し、改善し

たテープを提出す るように奨励することも大切である。教師のフィー ドバッ

クに完全依存する姿勢を育 ててはならない。学習者個人の全体的SLAを 考

えるならば、自立的学習を促進 させる工夫を怠ってはならない。

communicationgapactMtles

広告を例 にとると、まず英字新聞の一部 を切 り抜 き、2枚 コピーし、それ

ぞれ同 じ数の空欄 を修正液を使 って違 う箇所に作 る。一方の消 された部分が

他方では無修正の状態 となり相互補完的な一対のハ ンドアウ トを作成する。

自らの欠けた部分を、英語で交互に尋ねて完成させ る。

例えば、以下にある広告から続 くAとBの2つ のハンドアウ トが完成でき

る。これをクラス全体 に半分ずつ配布すれば、一斉に同一のタスクができる。
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レベ ル に応 じて 空 欄 の選 択 や 数 を変 え る こ と に よ り、 同 じ素 材 を 多 目的 に活

用 で き る。 新 しい パ ラ グ ラ フで この種 の タ ス ク を行 う場 合 は、 まず 手 本 と し

て情 報 の 引 き出 し方 を示 さ な け れ ば な らな い 。 例 え ば、Aの ハ ン ドア ウ トを

持 っ た 学 生 が 、1番 目 の 空 欄 に入 れ るべ き情 報 をBの ハ ン ドア ウ トを持 っ た

学 生 か ら引 き出 す た め に は、"Whatkindofcompanywill(would)putthis

ad?"が ひ とつ の可 能 な 質 問 とな る。 そ してBの 学 生 が 、"aninternationaI

televisionbroadcastcompany"と 完 全 に答 え て くれ れ ば 問題 な いが 、"an

international"を 省 い て 答 え る可 能 性 もあ る。こ う な る と、Aの 学 生 は それ が

正 しい か 判 断 で き な い し、Bの 学 生 も ほ ん と う に相 手 を満 足 させ る情 報 を提

供 で きた か 判 断 で きず 。 これ を防 ぐた め に は 、 あ らか じめ 空 欄 の前 に語 数 を

提 示 す れ ば よ い 。 また 、 教 師 が 期 待 す る よ うな 質 疑 応 答 で は な く、 一一芳 が 途

中 ま で音 読 して 次 に何 を入 れ るか 聞 くよ う な手 抜 き を学 習 者 が す る こ と も考

え られ る の で 、 注 意 が 必 要 で あ る。
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rotep'ay

最初はグループに分 けて音読から徐々に原稿を見ないで も言えるように練

習させ、最終的には特定のグループにクラス全体の前で演じてもらう。また

は、課題 としてビデオに収録 し提出させる方法 もある。これは、背景にセッ

トを用意 した り、外に出て行って実況 している様子を演出するなど、創意工

夫 されるプロジェク ト学習 としての効果が期待できる。

VOAの 放送形態を合わせたロールプレイの基本形 は、メインキャスター

1人 、特派員1人 、専門家か取材 を受けた1人 、計3人 からなるグループ形

成が適切である。ただし、なるべ く3人 の発話量に差が生じないことが望 ま

しい。例えば、以下のニュース原稿 は比較的分量に差がない例である。 これ

はニュース本編の一部であ り、全体 としては2分 程度の分量である。実際、

ひとり1タ ーンよりも2タ ーンあった方が 自分のターンが終了次第緊張がほ

ぐれ、タスクから離脱するのを防ぐことができる。

A:It's5:15UniversalTime.Alonginvestigationofpolicecorruptioninthe

westcoastcityofLosAngelesisbitingdownandprosecutorswillsoon

closeitdown.Althoughtheprobeisending,MikeO'SullivanreportsLos

Angeleswillbesmartingfromthescandalforsometime.

B:Thetwo-yearinvestigationbeganwiththedepartment'sRampartdivision

andthenspreadtoseveralotherdepartmentoffices.LosAngelesdistrict

attorneySteveCooleysaysheisendingtheinquiryafteruncovering

numerouscasesofpolicemisconduct.

C:WefullyexpecttohavetheRampartmatterconcludedbytheendofthis

year,andwedonotexpectanymorecriminalfilingsofanyofficers

relativetotheRampartinvestigation.

このニュース原稿 の場合、Aが メインキャスター、Bが 特派員、Cが 取材を

受 けた人である。それぞれの名前の部分に学生の名前 を代わ りに使 うと親近

感が湧 く。 また、地名やその他の固有名詞を身近な実在するものに変えても

構わないだろう。ただし、上の例 はインタビューではな くリレー形式で別々



時事英語教授法 5ヱ

に収録 した ものを編集 して放送 した ものであ り、発言者間のイ ンターラク

シ ョ ンが な い 。 よ りコ ミ ュニ カ テ ィヴ な ロ ー ル プ レ イ を行 う場 合 は、 以 下 に

あ る イ ン タ ビ ュ ー 形 式(VOANewsPressConferenceU.S.A.よ り抜 粋)が

適切である。

A:Cathy,welcometoourprogram.

B:Thanksforhavingme,Niel.

A:Uh,tostartoffwith,lusthowbigisthetouristindustryintheUnited

StatesP

B:AsthetouristindustryisquiteIarge,it'sactuallythethirdlargestretail

salesindustryintheUS.AndIdon'tthinkmostpeoplerealizethat

we'veservedonlybehind,uh,foodandautosales..So,peoplehavetoeat,

havetodriveandtheyfeeltheyhavetotrave1.

A:So,whentheytravel,theydoalotofotherthings,buythings,buygasoline

andmakesomekindsofcarsinadvancetomakethistrip.So,Icansee

thereisrnultipliereffectintheirplaces,too.

B:Exactly,therereallyisamultipleeffectandtravelersdoconsumequitea

bitwhentheyaretraveling.Youhaveeverythingfrom,uh,shoppingfor

souvenirsor,uh,clothesorshoesoritemstorememberwhenyoutripby

topurchasing,you,you'reconsuming,you'restayingathotels,you're

visitingattractions.There,thereisquiteafewthingsthatpeoplespend

theirmoneyon,whichisallgoodfortheU.S.economy.

A:Itsureis.Uh,1etmebackupalittlebit.Iguesshistoricallyvacations

werethepreviewoftherich。ButIpresumenowalmosteverybodytakes

vacationsofsomesorts.

B:Yes,that'sreallytrue.It'sinterestinghowvacationshavechangedover

time.Ithinkprobably30yearsago,therewasmorepeople,savingfora

yearortwoyearsandputtingtheirpenniestogethertosavethatforonebig

specialtrip.Andyoutooktwoyearsinthemiddleofsummer.Andyou

eitherdroveacrossthecountryorinsomecases,youwenttodestination

outsidetheUnitedStates.Thatreallychangednow.Peoplesimplydon't

haveatimetodothatanymore.Formostpart,peopledon'thavethe

time.So,we'veseenarisenweekendtrips.Peopletakeshortertripsand

multipletripsthroughoutayear.Consumersaretakingupto10trips

throughoutayear.Anditenablesthemtotakedifferentkindsoftrips.
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語彙の習得や報道独特の言い回しな どを覚 え、また演 じる楽 しさを体験す

ることによ り、ニュースを親しみを持って聞 くようになる態度の改善が期待

できる。ただ し、このロールプレイの方法は、英語の暗唱コンテス トと同様、

丸暗記しているだけで学習者に創造的な発話の機会を提供することはない。

創造性(creativity)を 高めるには、原稿の一部を空欄 にし自由に言わせたり、

上級者にはニュースの概要 と役割分担だけを指示して、即興で自由に発話さ

せ ることも「案である。

queStiOnS&anSwerS

こ れ は 、リス ニ ン グ 用 の タ ス ク を ハ ン ドア ウ トを 見 て 解 答 す る の で は な く 、

口 頭 で 質 疑 応 答 す る 方 法 で あ る 。 ま ず は 、 リ ス ニ ン グ の と き と同 様 に テ ー プ

を 一 度 聞 か せ て 、 図2のTask1に あ る"WhathavelaWenforcementoffi-

cialslongusedtoidentifycriminals?"と"Whyhavelawenforcement

officialsusedthem?"の 質 問 に 対 し 、 指 名 し た 学 生 に 口 頭 で 答 え さ せ る 。 さ

ら に 、 他 の 学 生 に も聞 い て 、 一 番 の 解 答 を 引 き 出 す ま で 続 け る 。

ま た 、Task2に つ い て は 、Fと 答 え た 学 生 に 対 し て"Whatisnottruein

thesentence?"な ど と追 求 し 、 本 文 の 内 容 を 表 す よ う に 文 の 一 部 を 直 さ せ る

こ と も 考 え ら れ る 。

Task3に つ い て は 、空 欄 の 前 ま で 読 ん で そ こ か ら 先 を 答 え さ せ た り、疑 問

文 に 変 え て 質 問 し 答 え さ せ る 方 法 も あ る 。 例 え ぼ 、"Thewayaperson

isuniqueenoughtoidentifyhis/hertraits."は"Whatisuniqueenoughto

identifyhis/hertraits?"と な り、"Biometricsinvolvestheuseofcomputer

technologytomeasure-characteristics."は"Whatdoesthecomputer

technologythatbiometricsinvolvesmeasure?"と な り 、"RichardNorton

projectsthatbiometricswillgrowtobeadollarindustry."は"What

doesRichardNortonprojectsthatbiometricswillgrowtobe?"と な る 。
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discussion

ディスカッションをする際は、学習者のレベルに応 じて、教師による導 き

がある程度必要である。 日頃討論することのない日本の大学生が、まして英

語で討論するとなると、目的 と手段の双方が不足しているために進行 しない。

また、ある程度の英語力に達 していない学習者に対 しては、 まず日本語でさ

せてみる必要がある。

メディア英語 を使用 したディスカッションは、特定の事件などを取 り上げ、

ビデオを見せた り資料 などを読 ませ、内容スキーマを喚起させて会話が発展

してい くような工夫が必要である。そのためには、ある程度の質問項 目を教

師が用意 して来なけれぼならない。例えぼ、2001年9月11日 に米国で発生 し

た同時多発テロを扱 う場合 は、

1)Howdoyoufeelabouttheattacks?

2)Whydoyouthinktheterroristsattackthebuildings?

などの質問を板書するかハ ンドアウ トに書いて配布 し、各 自に自問自答 させ

る。 しばらくしたら特定の学生に質問し答えさせ る。その後、ペアワークで

交互にこの質問 をし合 うようにし、さらに1人 加 え、グループサイズを段階

的に大 きくしていき、最終的には大人数の中でも堂々 と発言できるようにし

てい く。また、用意した以外の質問などをするように奨励する。 また、質問

だけではなく、討論でよく使われる表現をまとめて教えてチャンクとして覚

えさせ、さらに入れ替え ドリル(substitutiondri11)な どをしなが ら、 自分の

メッセージを自由に言い表わす練習 をさせることも大切である。

2-2-3:Frequency

これ らの活動 は、できれば毎 日するのが望 ましいが、現行の大学のカリキュ

ラムでは限界がある。最初か らテロ事件を扱 うのではな くもっと簡単な天気

の話な どか ら始 め、年間を通じて背景知識が必要な ものへ と徐々に移行 して

い くほうカ§よいo
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2-2-4:Feedback

発 話 に対 す る フ ィ ー ドバ ッ ク、特 に"error"と"mistake"に 対 す る修 正 の 是

非 につ い て は か な りの 論 争 が あ る 。授 業 の 力 点 を"accuracy"に 置 くか"fre-

quency"に 置 くか とい う二 分 法 で い く と、 ス ピー キ ング は一 般 的 に 後 者 を重

視 す る。 発 話 の途 中 で 何 度 も直 して い た の で は 、 学 習 者 が 畏 縮 し て し ま うた

め で あ る。 しか し、 ま っ た くフ ィ ー ドバ ッ ク な しで 放 置 して い た の で は、 不

正 確 な 表 現 が 身 につ い て し まい 、 場 合 に よ っ て は化 石 化(fossilization)し て

し ま う こ とが 危 惧 され る。 この 矛 盾 を解 決 す べ く、 小 林(1995)は 、 対 策 と し

て"retrospectivefeedback"(回 顧 修 正)と い う手 法 を提 言 した 。 これ は学 習

者 の発 話 をオ ー デ ィオ テ ー プ や ビ デ オ テ ー プ に収 録 し、 あ とで 教 師 と学 習 者

が 一 緒 に そ の テ ー プ を聞 きな が ら、 修 正 や 意 味 の確 認 な どの フ ィー ドバ ッ ク

を与 え 、 さ らに も う一 度 発 話 させ る手 法 で あ る。 す な わ ち、 これ は、 発 話 と

修 正 との 間 に時 間差 を も う け、 上 記 の矛 盾 の解 決 を図 った もの で あ る。

2-3:READING

従来、メディア英語を活用した リーディング活動 は、英字新聞や雑誌など

のハー ドコピーが中心であったが、今 日では、各新聞、雑誌、放送局が公開

している無料サイ トの文書や資料に移行 しつつある。最新の情報 を即座に手

軽 に必要な部分だけ無料で入手でき、教師 と学生の双方にとって好都合であ

る。インターネッ トの発達 にともなう情報収集のあり方ついて、Nunn(1999)

は次のように述べている。

Collegestudentswhoarecalledupontostudyinternationalnews

storiescannowaccessaveryextensiverangeofsourcesonthe

Internetoronsatellitetelevision.Intheory,thisprovidesthem

withanunprecedentedopportunityforobtainingagreatervariety

ofanglesonthesamestory.Itisnowpossibletoinstigateaweb

searchonalmostanystory,makingitmucheasierforthestudents

todevelophisorherownapproachtotheinformatiOnindependent-

1yoftheteacher.(p。59)
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リーディング活動は、伝統的な範疇 として、読む速度(rateofspeech)と 理

解 度(comprehension)を 基 準 に す る と、精 読(intensivereading)と 多 読

(extensivereading)に 分けられ る。また、読む目的を基準にすると、斜め読

み(skimming)と 走査法(scanning)に 分類 される。授業および自立的学習活

動において これらの4つ の手法を取 り入れた指導と練習が基本である。

リーディングは、教室外での自主的な学習態度がなけれぼ上達が望めない。

そこで、教室内では同一の英文を対象に読み方の説明を行 うが、教室外での

活動や課題について、なるべ く学習者個人のニーズ と興味 に合った内容の英

文を読 ませることが望 ましい。

リーディングを支える要素 として、学習者はふだんか ら日本語の新聞、雑

誌やテレビ、ラジオ等のメディアやその他の図書 を通じて時事問題に対する

関心を高め、内容 に精通するよう心掛 けるべきである。

同時に、語彙力増強のために不断の努力を心掛 けなければな らない。 リー

ディングは、語彙習得 と密接な関係にあ り、切 り離せない。例文なく文脈 と

切 り離 した語彙表 を見るだけの語彙増強は記憶の保持(retention)が 弱 く、そ

れを発信型の語彙 に発展するのは困難である。文脈 を提供 して くれるのは英

文であり、その英文 も強力な語彙力の裏付けがなけれぼ読み続 けられない。

そのためには、精読の段階でしっか りと不明語彙項 目を整理することが大切

であるが、メディア英語の語彙項目については、従来の英和、英英辞典だけ

では不十分であることが多い。正確な英文の理解 と語彙の意味を確認するた

めにも英文の完全翻訳を入手することが不可欠である。幸いなことに、今や

インターネッ トの発達でその入手は容易になった。

2-3-1:DataCollection

メ デ ィア 英 語 の デ ー タ は 、 新 聞 、 雑 誌 な どの実 物 で あ るハ ー ドコ ピー と ウ

エ ッブ サ イ トで公 開 され て い る電 脳 文 書(cyberdocuments)に 分 類 さ れ る。

コ ー ドコ ピー は、 店 頭 販 売 や 購 読 の形 で 家 庭 に届 けれ る。 大 学 の 附 属 図書 館

に は、 最 低1紙 は英 字 新 聞 が 設 置 さ れ て い る はず だ 。 電 脳 文 書 は、 公 開 され
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た特定の文書をモニターを通 じて閲覧することが可能で、印刷することもで

きる。

従来の英字新聞のコー ドコピー版は、購読料 として月間2500か ら3500円

がかかる。地方では、配送が遅れ、情報源 としての価値が下がってしまって

いる。 さらに、保存場所にも手間取る上、読まずにどんどん溜 まっていき、

そのうち読む気を失 ってしまう危惧がある。

電脳文書の利点 は、ファイルに落 として加工や保存が自由にできる点であ

る。初級者用に語彙 を書 き換 えた り、空欄穴埋めの演習を作 った りして、自

由に教材作成ができる。保存 しておけぼ、必要なときにいつでも引 き出せ修

正 も可能だ。 しかし、無料公開されている記事がハー ドコピー と全 く同じで

あるとは限らず、一部 カットされていることもある。また、投書や地方版 な

どは省かれている。ただ し今 は、有料だが完全版のもの も配送 されている。

両者の特徴を総合 して考 えると、 どちらかをひ とっだけ選ぶ としたら電脳

文書を利用するのがよいだろう。コンピュータ画面を見ながら多読 し、何か

じっくり読んでみたい記事があった らプ リン トして精読するという使い分け

が可能だか らである。

精読の際に必要な和文の翻訳 は、必ず入手す るようにしたい。国内ニュー

スなどの翻訳英文記事であれぼ、オ リジナルの和文記事を手 に入れることが

可能だ。しかし、日本で発行されている英字新聞のうち、TheDailyYomiuri、

AsahiEveningNews、MainichiDailyNewsは 翻訳が入手できるが、英語

版 のみのTheJapanTimesは 入手できない。 また、電脳文書は、英字新聞

ではクリックひとつで読売新聞のサイ トのように日英自由に表示を変 えられ

るものもあ り、雑誌では 『TIME』 誌、放送局では 『CNN』 のサイ トが一部

日本語訳 も表示 している。 ここで注意 しなけれぼならないのは、英字版で精

読したい と選んだ記事の翻訳版がたまたま出ていないことがよくあるという

ことだ。一般に、第1面 の トップニュースや社説 は、翻訳 されている可能性

が高い。日本の英字新聞では、スポーツ記事の多 くが海外の通信社からの配

給記事であり、 この分野での翻訳版の入手はあまり期待できない。
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英字新聞 と雑誌

教材の選択 にあたっては、データの入手方法だけではな く、英文の難易度

について も考慮 しなければならない。英字新聞、雑誌、ニュース原稿 の3つ

を比較すると、語彙 ・構文については、英字新聞 とニ ュース原稿は類似点が

多い。例えぼ以下は平成13年10月1日 の皇太子妃の出産 を伝えるインター

ネット上で公開された英文である。

英 字 新 聞(TheJapanTimes) TOKYO,Dec.1-Japanesecelebratedthe

birthofaprincesstodaywithbittersweet

cheers,theirjoyatthefirstoffspringofthe

nexternperortemperedbecausetherestill

isnomaleheir.Thegirlwasbornto

CrownPrincessMasako,37,andCrown

PrinceNaruhito,41,whosefaiIuretopro-

duceanheirineightyearsofmarriagehas

causedworriesaboutthefutureofthe

world'soldestimperialfamily.

英文雑誌(TIME) InsideToguPalaceincentralTokyo,royal

handlersarebusilyandsecretlypreparing

foraneventthatwillbreathenewlifeinto

Japan'scloisteredroyalfamily.Crown

PrincessMasakoisexpectedtogivebirth

toherfirstchildthisweekornext,ending

aneightyearwaitthatfrustratedanation

impatientforaroyalheirtotheChrysan-

themumThrone,whichinmythological

terms,anyway,issaidtodatebackmore

than2,600years.

ニ ュー ス原 稿(VOANews) Japan'sCrownPrincessMasakogavebirth

Saturdaytoadaughter.AsVOACorre-

spondentAmyBickersreportsfrom



58 人 文 研 究 第103輯

Tokyo,thebirthofagirlraisesthepossi-

bilityofasuccessioncrisisfortheworld's

oldesthereditarymonarchy.Atopoffi-

cialofJapan'sImperialHouseholdAgency

announcedSaturdaythatbothmotherand

daughterarewell,followingthebaby's

birthat2:43p.m.10caltime.Whenthe

announcementwasmade,crowdsof

JapanesesurroundingthegatesofTokyo's

ImperialPalacecheeredandclapped.

雑誌については、やや読者層の教養が高いために、散文調の凝 った表現が

目立つ。Ota&Otsu(2002:4)の ように、『タイム』誌について、「英文は明晰

であ り、時事英語の範 とすべ きものです」という見解がある一方、Ito(1986)

のように、タイム誌への英語学習者 の思い入れを 「TIME信 仰」と呼び批判

する意見 もある。彼は日本では一般 に効果的 と考えれれている学習法の中に

は誤解があるとして以下のように酷評 している。

TIMEの 文体 が 世界 一格 調高 く、 す ば らしい と信 じて疑 わず、 自分 で

もTIMEの よ うな英 語 を書 こう と必死 に試 み るが 、結局 はいた ず らに

言 葉 を もてあ そぶ だ けに終 わ って し まう とい うもので あ る。(p.17)

彼 は同 誌 が 散 文 あ る い は ク リエ イ テ ィ ヴ ・ラ イ テ ィ ング とし て は 、 格 調 高 い

文 体 で あ る こ と を認 め っ っ も、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの手 段 と して の 英 語 とい

う観 点 か ら は教 材 と して 不 適 切 で あ る、 と断 言 し て い る。

本 名(1993)は 、 米 国 で 起 き た難 解 な語 句 、 複 雑 な構 文 、 娩 曲表 現 を含 まな

い 平 易 か つ洗 練 さ れ た 英 語 を求 め る"PlainEnglishMovement"(p.100)に 言

及 し、 そ の 中 で 英 語 の読 み や す さの 指 標 とな るFlesch(1979)に よ る 「フ レ ッ

シ ュス ケ ー ル 」 を紹 介 し解 説 して い る。 そ れ に よ る と計 算 式 は 、
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総 語 数 ÷総 文 数 ×1.015=X

総 シ ラ ブ ル数 ÷ 総 語 数 ×84.6=Y

206.846-(x十y)=z

Zの 値 が 小 さ い ほ どテ ク ス トは難 解 で あ る とい う こ と に な る。 本 名 の 調 査

に よ る と、 専 門 の科 学 文 書 が30、 『タ イ ム 』誌 が45、 聖 書 が60、 『ピー プル 』

誌 が75と い う。ま た 、米 国 の学 校 教 育 の レベ ル との 関連 で は、高校 が50～60、

大 学 が30～50、 大 卒 が0～30で あ る とい う。あ くま で も、 これ は英 語 母 語 話

者 に関 す る指標 で あ るの で 、 そ れ で い く と 『タ イ ム 』誌 は米 国 の大 学 生 レベ ル

の 読 み物 で あ り、 高 校 生 に は レベ ル が 高 い も の とい う こ とに な る。 こ の こ と

か ら も、 英 語 を母 語 と し な い 日本 の 大 学 生 にっ い て は不 適 切 で あ る こ とが伺

わ れ る。 英 字 新 聞 に つ い て は デ ー タ が な い の が 残 念 で あ る が 、 大 衆 雑 誌 の

『ピ ー プ ル 』誌 ぐ らい か
、 それ 以 下 の 難 易 度 とな る の で はな いか と思 わ れ る 。

前 出 のIto(1986)は 、 日本 で 発 行 され て い る英 字 新 聞 の 国 内 ニ ュ ー ス は「和

文 英 訳 の域 を出 て い な い 場 合 が 多 い 」(p.17)と 述 べ て い る。この見 解 は従 来 か

ら多 くの購 読 者 や 英 語 教 育 者 に よ っ て語 られ て き た が 、 主 観 的 な憶 測 に過 ぎ

な か った 。小 林(1999)は 、これ を実 証 す るた め に 、TheDailyYomiuri、Asahi

EveningNews、MainichiDailyNewsの 翻 訳 記 事(同 一糊 の 同 一一また 類 似

テ ー マ の 英 訳 社 説)にTheJapanTimesを 加 え 、 米 国 のTheWashington

Post、TheNewYorkTimes、USAToday、 英 国 のTheTimes、The

Guardian、Thelndependentと 比 較 した 。443人 の 日本 人 大 学 生 に ほ ぼ 同一

の 内 容 の社 説 を読 ん で も ら い、 理 解 度 と不 明 語 彙 項 目数 を調 査 、 さ ら に 日本

の4紙 の 社 説 を英 語 教 師 を 中 心 とす る英 語 の母 語 話 者106人 に 読 ん で も ら

い 、文 法 性(grammaticality)、 明 解 性(clarityofmeaning)、 自然 さ(natural-

ness)、 構 成(organization)の4っ の 基 準 に っ い て 、主 観 的評 価(metalinguis-

ticjudgment)を して も らっ た 。多 くの発 見 が あ った 中 で特 記 す べ きな の は、

英 米 の 英 字 新 聞 の 方 が 、 日本 語 母 語 話 者 に は 理 解 が 困 難 で 不 明 語 彙 も多 い こ
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とが判明、さらに、 もっとも彼 らが明解に理解できた社説が英米人にはもっ

とも理解 しに くい上に、他の基準 も低 く評価 された点である。日本で発行さ

れている英字新聞の中では翻訳のないTheJapanTimesの 社説が英語母語

話者か ら高い評価を受 け、翻訳社説の3紙 の中では、MainichiDailyNews

が英語母語話者の全ての評価において、他を統計的有意差 を持って引き離 し

た。

2-3-2=Task

学生 には、精読 と多読 を毎日するよう指導すべきであるが、多読について

は教室内で実施 し難い。しかし、ここでは両者を別物 として扱 うのではな く、

連続 したタスク として位置づけ、多読か ら精読へ と移行するアプローチのひ

とつを紹介す る。物理的相違か ら、従来のハー ドコピーの場合 と電脳文書の

場合 についてそれぞれ説明する。

ハー ドコピー

ハー ドコピーを使用する場合は、新聞の1面 を使用する。同じページを何

十人分 も用意することもA3サ イズの2倍 以上 の大 きなコピーを取 ることも

現実的ではないので、ひとりずつ ユ日分の古新聞を配布する。それぞれ異な

る日付の新聞 を持ってい るので特定記事 の内容 を解説 した りするので はな

く、毎 日の日課 として新聞を使った多読の仕方を教える。以下のステップで

解説する。

STEP1=艇rの ページを灘 も

毎 日継続 して英字新聞を読ませ るには、新聞の隅々まで読 ませる

と無理が生ずる。た とえそれが多読であっても、現実的ではない。

指導法 としては、1ペ ージだけ 「読み」、他のページは 「見る」よ

うに指導する。一般的には、第1面 に重要な記事があるので読む

ように指示するといいが、スポーツ好 きにはスポーツ欄 をすすめ
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るなどして個性化するの もよい。

STEP2=ヘ ッ み"ラ・〆ン と グ ー み"を示 〃⊃マ ーづ クー て醤 む。

1ペ ージだけといっても、学習者 にとって全部読むのはかなりの

負担である。多読であっても30分 ～1時 間はかかる者 もいるだろ

う。そこで初期の頃は、大胆に軽減 してヘッドラインと5WIHを

要約 した第1段 落であるリー ドだけを読 ませる。 どこが該 当する

ところか分か りやす くし、ひとつの記事を読んだ ら迅速 につぎの

記事へ移動できるように、3分 ほど時間をかけてそのページの

ヘッドラインとリー ドを赤のマーカーかボールペンで囲ませる。

この作業は慣れて来たら省略 してもよい。記事 によって分量が違

うものだが、この2ケ 所だけに限定すると、みなほぼ均等の分量

になるはずである。

STEP3:齢 紛 を 乙yっ ぐク誘 むro

赤ペ ン等で囲んだ記事をじっくり読む。 この段階では早 く読 ませ

る必要はない。分量が少ないので、全部合わせて も記事ひ とつぐ

らいの量にしかならない。大学生の場合、10分か ら15分 時間を与

えれば十分だろう。多読 とは、一般的に70パ ーセン トぐらいの理

解度で多 くの記事を斜読みすることであり、全部均等に読 まなけ

ればな らないということではない。各記事の限定された中心部分

だけをじっくり精読 し、た くさん読むこともまた多読なのである。

ここでの注意点は、 この段階はまだ多読であるので、未知の語彙

項 目があっても辞書には頼 らず読み進 めるよう指導することであ

る。 さらに、複数読んだ記事の中からひ とつ、じっくりとその本

文 も読んでみたい と思 うものを選ばせる。

STEP4:還 貌 しノを糀 轡 を診漿 みする。

興味ある記事を選 ばせたら、その記事全体 を赤のマーカーで囲ま

せ る。 また、その部分だけを切 り抜かせて もよい。その記事 を斜

め読みさせる。70パ ーセントぐらいの理解度で、ゆっくりでもい

いから読み進 ませる。けっして目線 を左 に逆戻 りさせてはいけな

い。英語の語順で意味を汲み取る練習 をさせるためだ。不明の語
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彙項目も無視 し推測するように指示す る。英字新聞 は、段落が進

むほど詳細 な情報が与 えられているだけではなく、一定の表現の

反復を避 けるため同義語などを多用す る。 そのため、2段 落目で

不明な動詞が3段 落 目で知っている動詞で表わされている場合が

よくある。同様に、ヘッドラインで分からない語句 もリー ドの部

分で平易な表現に置 き換えられている場合が多 く、辞書な どに頼

らなくてもおお よその意味を把握できることがある。

STEP5:き6κ 醐 冨 看7κ7僚 を グ/き な2ク)"6tSlsthortiEtブ噂るo

引き続 き精読の段階になるが、じっくりと時間をかけて、不明語

彙項目に下線などを引きなが ら読み進 ませ る。頭の中でじっくり

日本語に訳 した り声 を出させても構わない。ただ し、和訳を書 き

なが ら理解 させてはいけない。翻訳 してその日本語を読んで理解

するのは、本来のリーディングではない。それは翻訳講座などで

やればよい技能訓練である。不明語句が後の段落で他の知ってい

る語句に置 き換えられている箇所が特定できた場合は、その不明

語句の横にそれに代わる語句を書 き添えるか、両者を線で結ばせ

る。 この段階では、 まだ辞書などに手を出させてはならない。

STEP6:鯵4ク 癬 を灘 プるノを透う4)鮪 答

精読 した内容が どの程度正確に理解できているかを確認する作業

をさせる。 これがなければ怠けてしまう可能性がある。教室内で

は、内容について教師が何 らかの質問を出し、学生に日本語また

は英語で解答してもらうことができるが、皆違 う新聞を手に持っ

ているので、あらかじめ教師がその記事の内容 に関する具体的な

質問をすることはできない。そのため、漠然 とした どの記事につ

いて も聞ける質問を用意 してお く必要がある。そのような質問は、

学習者が独習するときにも、チェック表 にしてお くと便利である。

この段階でも、辞書などには手を出させないようにする。例えば、

次のような質問項 目をあらかじめ作ってお くことが考えられる。

1)Whatisthestoryabout?

2)Whatisthemostinterestingaboutthearticle?

3)Whatdoyouthinkaboutthestory?



時事英語教授法 63

この段階では、まだ不明語彙項目が多 く含 まれている可能性 もあ

り、正確に答 えることは困難 と考 えられ るので、おおよその内容

把握で構わないが、後で確認するために紙に答 えを書かせる必要

がある。

STEP7=不 男諜 齪 ヲ4ク鰯 と整理

ここで"post-readingactivities"の 段階に入 る。誤解がないか内容

理解 を確認 した り、不明語句を整理 し語彙増強 を計るステップで

ある。まず、上のように自由にページを選ばせ、ひ とつの記事を

さらに選ばせ精読させ るので、翻訳版やオ リジナルの和文記事を

見つけることは極 めて困難である。ゆえに、辞書を片手に不明語

彙項 目を丹念に調べ、ノー トなどに整理させ る。できれぼ分野別

の語彙 ノー ト作 らせ整理するように指導す る。エクセル等のソフ

トを使 って、 ファイルに定期的に保存してい くの もよい。不明語

句が解明され、内容のより正確な理解がで きたら、さきほど紙に

書かせた内容に関する解答 を再度チェックす る。できれば赤ペン

で添削してあげるとよい。

電脳文書

ネット上のファイルで は、新聞のように広げて見ることができない。 トッ

プページに出ているヘ ッドラインから1ペ ージ分 に相当する数(5ぐ らい)を

教師が選ぶか、学習者に自由に特定の記事をランダムに選ばせてクリックさ

せ、ヘ ッドラインとリー ドを読 ませ る。

物理的相違から生じる大 きな手順の違いは、赤ペンなどが使用できない こ

とと、ステップ3の 段階で特定の記事 を選んだら次の作業である精読のため

にプリントアウ トさせることである。その後、ステップ6ま で、ハー ドコピー

の ときとまった く同じ作業 をさせる。大 きな違いは、最後の語彙整理のステ ッ

プ7で ある。

ハー ドコピーのステ ップ7で は、不明語彙項 目を辞書を片手 に調べたが、

電脳文書ではクリックすれば和文が入手可能で、より効果ある学習要素を組

み入れられる。ただし、 ここで注意 しなければならないのは、読売新聞な ど
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のサイ トでは、日本語の記事が最新化 されていて も時間によっては英字版の

英訳がア ップロー ドされていない時間帯があることだ。各サイ トの特徴を把

握 し、日英の記事が重なる時間帯などを前 もって熟知 してお く必要がある。

該当する記事の翻訳版(オ リジナル版)を プリントアウ トし、辞書 を使う前

に和文 をすべてじっくりと読ませ内容 を完全に理解させ る。次に英文の方を

上からじっくり読み進 ませ、下線 を引いた不明語句の部分に差 し掛かったら、

さきほど和文を読 んだ記憶か ら意味 を再度推測 させ書 き添 えるように指導す

る。 ここでは、 けっして和文 と付 き合わせるのではなく記憶 に頼 らせるので

ある。あ くまでも推測する訓練を組み入れる。最後まで行 ってから今度は日

英双方を照 らし合わせながら、不明語句の意味を解明させる。 ここでは時事

英語が使用されているので、一般の辞書では出ていないような意味で使われ

ていることもあるので、わかる語彙項 目も念のため和訳 と付 き合わせてしっ

か りとチェックさせるようにしたい。不明語句 とその他の語句を、ハー ドコ

ピーの場合 と同様 に分野別 にファイル化させ る。

不明語彙項 目については、英和の他に、レベルに応 じて英英辞典 を使用さ

せる機会 も作 りたい。時間的に余裕があればなるべ く英英辞典を使用させ、

すべての不明語句の横に英文定義 を書き添えてか ら和文 を見て、 日本語の意

味をしっか りと確認 させ る。ファイル化するときもその定義文 も添 えるよう

に指導するとさらによい。ただ し、時事英語の場合、組織名や固有名詞や専

門用語 も多 く含 まれるので、名詞 は英和、形容詞 と動詞 には英英辞典 を使 う

などの使い分 けを指導することも大切である。

2-3-3=Frequency

この多読 と精読 を合わせた手法 は、教室内での活動 としては週1回 が標準

であるが、できれぼ同じことを毎 日続けるように何 らかの形で課題 にすると

よい。個人差 はあるが、1日60分 か ら90分 あればステップ7ま での作業が

できると考えられる。ち ょうど大学の90分 の1講 義分に相当する。
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2-3-4=Feedback

このタスクのフィー ドバ ックは、発信技能 と違い、和訳さえ入手で きれば

自己ペースで進められる。授業では、 日々の学習を促進させるための確認だ

けでもよいかも知れない。または、精読 として記事 をひ とつ取 り上げて、全

員で同一記事 を読んで教師が解答することも可能である。 しかし、読む作業

とは、基本的に学習者各自が静かなところで各 自のペースで行 うものであり、

スピーキングの一部や リスニングのようにインターラクションなしに進めら

れる独習向けの活動 と言える。

授業の形態 としては、初期には教室外での作業を重視 したタスクの手法 を

実践 しなが ら説明 し、あ とは、週1回 のコースの場合、学習の進度や、実際

に毎 日作業をしたか どうかをなんらかの形でチェックし、怠けないように管

理することが大切である。授業のような強制の形態 にない学習者が独習する

場合 は、なんらかの怠けないための環境 を作る工夫が必要である。

2-4:WRITING

メディア英語を活用 した英作文 は、報道 された記事やニュースに対 して自

分の意見を表明するもの と、和文の記事を英文 に訳 し、英字版(翻 訳英文又 は

オリジナル英文)と 照 らし合わせて修正するものとがある。前者の手法 は、自

分の意見を英文で書 き表わすものであり本来のwritingの 姿であるが、後者

の手法は、他人のメッセージを目標言語(targetlanguage)に 置 き換える翻訳

(translation)で ある。残念ながら中学、高校では後者の指導 しかしていない

のが現状で、国立大学の二次試験で課される英作文 も、ほとんどが和文英訳

である。ゆえに、大学の新入生 にとっては、自分の考 えを直接英語で表現す

る訓練 をほとん ど受 けてきていないため、前者は大変な作業であ り、文章の

構造や組み立てを学ぶパラグラフ ・ライティングなどの指導 も受けた ことが

ないため、センテンスのレベルを越えた英作文はたいへん難 しく感 じるはず

である。

以下、 まず前者の投書文の書 き方指導を解説 し、次 に和文の記事 を英訳す
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る作業の指導法 を解説す る。

2-4-1=DataColiection

投書

一般 に、投書のためのデータは報道 された記事や放送であ り、 このことは

前述のリーディングの ところで説明済みである。しか し、それにかぎらず、

報道されていないが常 日頃から関心のある事象 について投書することも許さ

れるはずである。 日本語の新聞にも、マナーの悪い地下鉄の乗客のことなど

日常のことがよ く扱われている。なにも力んで自衛隊の周辺事態などのよう

な大 きな政治テーマを取 り上 げなくてもよいのである。

筆者 は大学1年 生、18歳の時から現在(36歳)に 至まで絶やすことな く英字

新聞を配達 してもらっている。大学の4年 間に40回 以上投書したが、ほとん

どが実際に新聞に載 った。初 めて自分の書いた英文が活字 となっているのを

見た ときの感動は今で も忘れられない。日頃 より世 の中のさまざまなことに

関心のある好奇心豊かな学生だったので、書 く題材に不足することはなかっ

た。 しかし、たいていの学生 は、何を書 くか という選択の壁 にまずぶつかる

に違いない。何か記事を読んでそれに対する同意や反論をするには、ある程

度の知識が必要である。 しかし、今の大学生の多 くは、 日本語の新聞さえも

読んでいない。 まして、英字新聞を購読 している者 は、数百人か数千人 にひ

とりぐらいであろう。そう考 えると、特定の報道に対する意見の表明よりも、

日頃の関心事を英語で書 く方が現実的である。

英語の力がある程度上達 して くるとスピーキング とライティングの双方で

"fluency"と"accuracy"が 高 まって くる
。学習者は、こう言 えるのではないか

と推量 し確信のないままとりあえず発信 し、受信者の反応 を見て調整する

"hypothesistesting"(Elliot
、1981)を 行 う。 これで、文法的に正確ではある

がネイティヴスピーカーには不自然な ところが、徐々に修正 されてい く。 こ

の発達段階を図解で示す と、図3の ようになる。

また、投書でよく使われる表現などを知ってお く必要がある。例えば、誰
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F匪GURE3DevelopmentinOralProduction(fromKobayashi,1996:142)
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か他 人 の 投 書 に な ん らか の 意 見 を言 う と き は、"Iamwritinginresponseto

Mr.Johnson'sletteronJune28."の よ うな 書 き 出 しが 一 般 的 で あ る。 あ らか

じ め 、 こ う した表 現 を どの位 置 で 使 え ば よ いか とい う知 識 が あ れ ば、 考 え を

ま とめ や す くな り、組 み立 て も し っ か りして く る。 市販 さ れ て い る表 現 集 な

どを 買 い 求 め て覚 え る よ り も、た くさ ん の投 書 例 を読 ん で 、将 来 使 え る と思 っ

た ら書 き留 め フ ァイ ル し、 必 要 な とき に使 う、 い わ ゆ る 「英 借 文 」 の習 慣 を

身 に つ け る よ うに した い。 筆 者 は学 部 の4年 間 、 特 に1、2年 生 の と き は ほ

ぼ毎 日の よ う に、 投 書 だ け で は な く一 般 の 英 文 記 事 か ら英 借 文 し続 け、 ノー

ト数 冊 の 分 量 に な る ま で続 けた 。 図4は そ の実 例(1984年)で あ る。

和文記事の英訳

英訳に使用す る和文には、リーディングの際に入手 した ものをそのまま活

用できる。ただし、よい見本 となる英語 を身につけるには、 リーディングで

使ったデータで も、なるべ く翻訳英文記事ではな く英米の新聞記事か放送原

稿 にしたいところだが、英米の新聞で は和訳が入手不可能で ある。CNN

ニュース(asia .cnn.com/)の サイ トは日本語 への切 り替 えがで きるように

なっているが、 日本語場面に切 り替えても、その訳 は出ておらず、数時間前

の トップニュースの和訳が載っている。 また、筆者が調べたところ、 日本語

の完全訳 は見当たらず、部分訳や英語が出た後での翻訳作業中に入った情報

を継ぎ足 しているような訳のものがほとん どである。

データの入手のしやすさと完全な2力 国語テクス トが入手できるという点

を考えると、や はり日本で市販 されている3大 新聞(読 売 ・朝 日 ・毎 日)の



68 人 文 研 究 第103輯

FIGURE4著 者の 英借 文例
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英字版、それ もオリジナルの和文を見つけやすい社説を使 うのが望ましいと

思われる。この利点は、和文英訳に見 られる欠点を上回るものである。学習

者にとって、見本 となる英訳であることには変わ りない。図5は 、Mainichi

DailyNewsの ある日の社説 と、そのオリジナル となった日本語の一部であ

る。
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FIGURE5MainichiDailNewsの サ イ トか らの ダ ウ ン ロー ド資 料

英 語 画 面

Monday,December17,2001

Thefightagainstglobalwarming

HavingsignedanaccordthatspecifiesrulesforapplyingtheKyotoProtocol,countriesaroundtheworld

havebeguntopreparedomesticarrangementsthatwillallowthemtoimplementtheglQbalwarming

agreementfrom2002.

OnDec.14,theglobalenvironmentalpaneloftheEnvironmentalMinistry'sCentralEnvironmental

CouncilcompletedareportonthedomesticmeasuresthatJapanwillhavetoadopttopavethewayto

ratificationoftheprotocol.

日本語画面

2001年12月16日

高い目標 と危機感の共有で 温暖化対策

地球の温暖化防止を目指す京都議定書の運用ルールが最終合意され,国際社会は議定書の02年 発効に向けて

動き始めた。日本も議定書の批准のため国内制度を整える必要がある。

その国内制度の在 り方を検討してきた環境省の中央環境審議会地球環境部会・小委員会は14日,基 本的な考

え方をまとめた。

読む場合 と違い、翻訳の練習 として使用する場合は時間がかか るので、見

出しとリード、それにもうひ とつ ぐらいのパラグラフぐらいにしておいたほ

うがよい。 また、同 じ新聞にある記事にこだわることな く、なるべ く違 う分

野のものをデータとして入手するため、他の2紙 についても日頃からウェッ

ブサイ トを見て、必要に応じてダウンロー ドすることが大切である。

4-4-2=Task

投書

図6は 、筆者が担当した英語科教育法受講生の投書である。英語の第2公

用語化論が盛んだった時期だったので、筆者の講義 と関連 したテレビ番組や

資料 によって、自分自身の判断を下せるだけ十分 な背景知識が蓄積 された結

果書けた内容である。20名 ほどの受講生が、筆者の指示に従って第1原 稿を

書 き、それに授業内でピア・フィー ドバック(peerfeedback)を 与え、書き直

し、内容や構成 についてさらに筆者の指導を受 けるプロセス ・ライティング

(processwriting)の 手法を取った。20人 中、テクニカルな問題で、実際に

は3名 が電子メールで最終稿を投書し、そのうちのひ とつが採用された。(図
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FIGURE6 英語科教育法の学生の投書文

printedonTheDailyYomiuri,Thursday,June8,2000

MakeEnglish2ndlanguage
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speakersatthesamedme.

Thirdly,wen㏄dEnglishfbr6conomicdevel-

opmentInrecentyears,consumershavebeen

demandinggoodsthatmeetworldstandards.

FUrthermore,therehasbeenaremarkableincrease

inm加 【tinationalcoq)ora廿ons.Englishis血elan-

guagemostcommonlyusedinsuchbusinesssitu-

ations.

Forexample,whe川 【nothertonguesared櫛er-

enちwegenerallyuseEnglishasacommonlan-

guage.Thus,Englishishldispensableinbusiness.

ButJapanesetendtodependonani皿terpreterto

negotiateatm血isteria1-levelmeetings.insuchcir-

cumstances,negotiationsdonotgowe11.Farf士om

iトーasweca皿otnegotiateonanequalfooting・
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SaekoO㎞se

Otaru,Hokkaido

6)こ れには本人 も驚き、強 く動機づけされた結果、大学の国際交流プログ

ラムによる海外留学制度 を利用 しニュージーランドに留学 した。

和文記事の英訳

実際に使用するには、丸 ごとひとつの記事では量が多い。最初はリー ドだ

け に留 めて お き、 そ の後 も2、3の パ ラ グ ラ フ に留 め て お く。 た くさ ん 訳 す

より少ない量をしっか り翻訳する練習を重視 したい。

レベルに応 じて、作文の種類 も空欄穴埋めから、部分訳、全文訳へと移行

す る。上記のダウンロー ドした資料 を加工すれば、以下のようなタスクが作

成 で き る。



時事英語教授法 7ヱ

レベ ル1:初 級 用 日本 語 の文章 に合 うよ うに空欄 に適切 な語 を入れ な さい。

「地 球 の温暖 化防 止 を 目指 す京 都議 定書 の運 用 ルー ルが最 終合 意 され
、国 際社会

は議定 書 の02年 発効 に向 けて動 き始 めた」

Havingsignedanaccordthatspecifiesrules(1:)theKyotoProtocol,

countriesaroundtheworld(2:

allowthemto(3:

)preparedomesticarrangementsthatwil1

)theglobalwarmingagreementfrom2002.

レベ ル2:中 級 用 日本語 の文 章 に合 うよ うに空欄 に適切 な語 句 を入 れ な さい。

「地球 の温 暖化 防止 を 目指 す京都 議定 書 の運 用ル ール が最終 合 意 され
、国際 社会

は議定 書 の02年 発効 に向 けて動 き始 めた」

Havingsignedanaccordthat(1:)theKyotoProtocol,countriesaround

theworldhavebeguntopreparedomesticarrangementsthatwillallowthem

to(2: )

レベル3=上 級用 次ぎの日本語の文章を英語に訳しなさい。
「地球の温暖化防止を目指す京都議定書の運用ルールが最終合意され、国際社会

は議定書の02年 発効に向けて動き始めた。日本も議定書の批准のため国内制度を

整える必要がある。その国内制度の在 り方を検討してきた環境省の中央環境審議

会地球環境部会 ・小委員会は14日 、基本的な考え方をまとめた」

2-4-3=Frequency

投 書 は、1か 月 に ひ とつ 書 くペ ー ス が 適 切 と思 わ れ る。 教 室 で は、 各 自 に

テ ー マ を決 め させ 、 競 争 させ る。 英 文 和 訳 は、 週1回 の授 業 で1パ ラ グ ラ フ

程 度 を扱 うペ ー ス が 適 切 で あ ろ う。

2-4-4Feedback

投書

投書の英文 に対 しては、2種 類のフィー ドバ ックがある。まず、投書が実

際に採用されると、編集者が添削した ものが載せ られる。 これを送付時のオ

リジナル と比較 して、 どこが どう修正されているか、実際に赤ペ ンでオ リジ



η 人 文 研 究 第103輯

ナル文に書 き込む。 これをた くさんファイルして、自分の英文の難点を発見

す る。ただし、採用されなかった場合は、オリジナルを英語母語話者 に添削

してもらうしかない。 この方法は、添削者がいない環境では貴重であ り、費

用 もかか らない方法である。

もうひ とつのフィー ドバ ックは、その掲載 された投書 を読んだ読者か らの

反応である。筆者 自身 も大学1年 の時に、 日本の英語教育 に関 して投書した

ことがある。図7は 、投書する前にタイプで打った原稿の実物の写 しである。

当時(1984年12月)は 電子メールがなかったので、書いた英文を編集長宛に

封筒で送付 しなかれぼならなかった。図8は 、実際に採用され添削された英

文である。

採用 された ら、編集された英文 とオ リジナルの原稿をさっそく比較するの

を忘れてはならない。 この投書の第1パ ラグラフを例にとると、以下修正さ

れた箇所があることがわかる。

オ リ ジ ナ ル 採 用 文

1)Thennaturally→Naturally

2)1anguagebarriers→thelanguagebarriers

このように、文の接続や冠詞の使い方などを、実例を通 して学ぶことがで

きる。送付したものは必ず保存 しておき、実際に編集されて出た もの と比較

して自分で赤ペ ンを入れて添削 しておけば、学習の手助けにな り、かつ費用

はほとんどかからない。何 より、自分への励みにな り自信 もつ く。

なによりもうれ しいのが、 こうして書 いた もの に読者 か らの好意的 な

フィー ドバ ックがあることだ。図9は 、筆者が書いた2つ 目の投書文である

が、双方に後日反応の投書があった。(図10)こ のように、ライティングは時

間の経緯があるもの、いまインターネッ ト上で盛んなチャットのように、イ

ンターラクティヴな要素 を含むコミュニケーションに発展することがある。

初めて投書 し、それが採用されたので、当時 は感極まった記憶がある。筆
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者はこの頃、英文 を書 くことの楽 しさを実感 した。英語学習のモチベーショ

ンが高まり、 自分の考えをまとめ英文 にする訓練が発話力へ転移 し、 口頭で

の自己表現力の強化になった と、自らの体験から断言できる。

和文記事の英訳

和文英訳の場合 は、目標 とする英文が入手されているので、それを参考に

書いた英文を自分で添削することができる。特 に、冠詞の使い方や名詞の単

複の判断な どは、実例 を通 して具体例が学べるので、大いに参考になる。

また、単に形態素レベルにとどまらず、構文やパラグラフのレ/ベルでも英

文の構成 について多 くのことが学べる。例 えば、図5の データの場合、よく

見ると日本語のリー ドの部分 は、英文では第2パ ラグラフの英文の関係節の

中に埋め込 まれている。 この方がむしろ英文 として適切であると判断 したの

だろう。英訳 した後 にこのような発見 を何度 と体験するうちに、パラグラフ

単位の英作文のセンスが磨かれてい くもの と考えられる。
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FIGURE7筆 者 が 学生時 代 に書 いて初 め て採用 された投 書 のオ リジ ナル

田oday七heeconomicprosperi七yofJapandependsmainlyonforeign七 でade,

andourlivesarrefirmlyconcernedwi七hin七erna七ionalsi七ua七ion● 田hen

na七ura1=LywearefQrcedtoge七 〇verユanguagel)arriers七 〇accordwi七h七he

communi七yofna七ionsfromanin七erna七ionalpoin七 〇fview.

Onbehalfofs七uden七8whohavebeenstudyi耳9Englishforsixyearsand

half,工wan七 七〇,emphasizetheimpor七anceofEnglisha8a七 〇〇10fcomrmmica七ion

wi七hdifferen七cu1七ures●

工n七eエmsof七heac七uaユcondi七ions.ofEnglishedユxca七ioninschoo1S,I

observe・ 七heydon冒t皿ee七 七heexpec七a七ionsofoursocie七y● 工七cannoもbe ∫denied

七ha七mos七En91ishlanguage七eachersfai1七 〇payenougha七 七en七ioh七 〇 七he

prac七icala8pec七80fEnglish● 工guess七ha七 七hereare七womainrea串onsfor

七hatfailure.Oneis七hefac七 七ha七 、Englishasasubjec七,nodoub七,has

degenera七edin七 〇aiheremeans七 〇anendofpassingexa皿s,and七eachersgive

priori七yto七hegcrrainma七icalaspec七sofEnglishfors'ヒuden七s七 〇ge七highmarks'

onpaper七es七s'.Therefore,howeverhardyoumayas8er七 七〇ahexaminee七ha七

hemms七learmprac七icalErlglish,hecarmo七afford七 〇spare七he.七imξ}fori七.

Anotherreas◎nis七ha七 七hemajori七yofEnglishteacherssee耶no七tobeable・

七〇speakEnglishwe1=Lenough七 〇in8七ruc七s七uden七8・Acompu七arr七eachercan

usecompu七ars,andahEnglish七eachershouldbeable七 〇useEnglishprac七icaユ1y.

Teachersshouldpar七icipa七eandbegiven七heoppor七uniies七 〇sharereaユ

in七erna七ionaユexperi6ncesand!nake七heirs七uden七srecognizehowin七eresting

andwonderfuli七i8七 〇mas七erprac七icalEnglish.And七heEnglishlariguage

pr。gramsinsch。 。ls・h。uldbem。ref1・xible,and皿 。reemphasissh。uldbeput

on七hecapaci士Sesof「s七uden七stb:express±hemselveswellevenif七hey皿ake

gra㎜ar七icalmis七akes・

Byallmeansdras七ici㎜ova七ionsshouldbemade,andweshouldbeginwi七h

enhancing七heabili七yofEnglishlanguage七eachers七 〇speakEnglishenough

七〇a七 七rac七s七uden七s・
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FIGURE8 筆者が学生時代に書いて採用された初の投書

printedonTheDailyYomiuri,Saturday,December22,1984

Teachers'English

Pr()ficiencyPoor
Sir:

Todaytheeconomicpros・

perityofJapaロdepends

mainlyonf()reigntradeand

ourlivesarefirmlyconcerned

withtheilternationalsitua-

tion.Natura皿yweareforced

toovercometheIanguage

barriertoaccordwiththe

communityofnationsfrom

aninternationalpointof

view.

Onbehalfofsむudentswho

havebeenstudyingEnglish

for6毛 ろyears,Iwanttoe】m・

phasiz6theimportanceof
Englishasatoolofcommu-

nicationwiむhdifferentcul・

tures.

Englisheducationin

schoolsdon,tmeettheexpec-

tationSofoursociety。Most

Englishlanguageteachers

failtOpayenOUghattentiOn

tothepracticalaspects,of

Enghsh.

IgUeSStherearetWOmain
'reasonsforthisfaihユre

.0夏e

isthatEnglishasasubj㏄ ち

ha3nodoubtdegenerated

intoameremeansofpassin'9

examsandteachersgivepri-

oritytothegrammaむicalas・

pectsofEnglishforstudents
togethighmarks血paper

tests.Theref6re,however

stronglyanexamineeistold

hemustlearnpracticalEng-

hsh,hecannotaffordtOspare

thetimefbrit.A皿otherreag

sonisthatthemajorityof

Eng五shteachersapPearuna・

bletospeakEnglishwe皿

enoughtoi皿structstudents.A

c・mputerteachercanuse

computersandanEn9腫sh

teachershouldbeabletouse

practicalE皿ghsh.

Teachersshouldpartici胴

pateandbegivenanoPPor・

tunitytosharerealinterna。

tionalexperiencesandmake

theirstudentsre(x)gnizehow

interesもingandwonderfUIit

istomasterpracticalEng一

五sh.AndtheEng血shlal卜

guage「programsinschools

shoUldbemorefleXible,and

moreemphasisshouldbeput

onthecapacitiesofstudents

toexpressthemsdveswdl

evenifむheymakegrammati-

ca1血stakes.

Byallmeansdrasticime

vationsshouldbemadea夏d

weshouldbeg血withenh{mc-

ingtheabMty'ofEnglishlan・

guageteachers'tospeakEロ9一

五shproficientenoughtoat・

tractstudents.

Toshih蝕 【oKobayashi

Ot8ru,

Hokkaido

石
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FlGURE9 筆者が学生時代に書いた2つ 目の投書

printedonTheDailyYomiuri,Monday,January7,1985

BuddhistOutlook

αW～)rldNeeded

Sir=

0聡edayIasked町stu-

dents,``WhathappenediロIn暉

diao鳳Dec.8along,long

timeago?"Nobodycouldan・

swer.Iaskedanotherques・

tion,"Whathappenedonthe

samedayabout45years

ago?　 Thistimeaf6wstu・

dentsreplied,``ThePacific

Warbrokeout."

ThePaci最cWarisoneof

themOSttragiCeVentSin

worldhistory.TbtheJapa・

nesepeOPleitisunfbrgetta・

ble.NotonbアJapan,butev・

erynation,shouldnotput

iltoobliVionwhathappened

i駐Indiasome2,500years

agO・

A亀thebreakofdawnon

Dec.8,Gau亀ama,whohad

beenmed琵atingunder七he

bodhi』treeforsevendaysand

nightsonend,to{)kal・okat'

Lucifbra蹴dsuddenlygotenp

lightenedtobecomeBuddha

Basedonsuuyata,Gauもama

preachedtohisfbllowersto
seethingsastheyaτe.

TOgetherWithOthermajOr

worldreHgions,thesph腹 葛of

Gaロtama'steachinghasso

farsetlotsofpeqplefreefrom

thechainsofsinsanderrors.

Nowinthiscountry,books

onBuddhismarepublished

oneafteranother.People

readthe血tOgetSOmeCIUeS

tosalvationinthisworldand

hapPinessi且thehereafter.

Bom血1h{近a,Buddhism

camethroughChinaandK{ト

reatoJapan,whereitflour・

ished.Asidef虻omもheexact

dateofGautama'sen1董ghtenr

コne鴎everybodyshould

㎞ow;e虻herasparもofhis

CUItUreOrhiSreligiOUSbelief,

abouthowthegreatteacher

ofmankindsoughtafterNir・

vanaandwhathetaught-

DharmaandKarma.Ifirmp

lybelievethattheBuddhist

o興tlookoftheworldhasnev・

erbeenneededmorethan

nOW.

TakamasaArai

Tomioka,

Gumma・ken

* * *

LearningEnglish

〈めtBadBurden

Sir:

Whenwelookatthepres・

entsituationinvariousfields

加theworld,werea翌zehow

COnVenien亀itiStOhaVea

goodco㎜ 孤dofEnglish.

YetforusJapanese,English

isnotourmothertongueSO

wefacealanguagebarrier

thatcannotbeovercomeeas・

ily.

Isometimesthinkthatif

Japanesewerethecommon

languageoftheworldand

otherpeoplehadtolearnit,

▽vewoUldfeelSiiperior・Iwon-

derhownativespeakersof

Enghshregardtbeirlan・

guagepower?
Ia置sot丑 ゴ1墓kevelysoof七en

thatwh皿enonspeakersare

makinglmeffbrttomaster

Enghsh,thosewhospeak

Enghshastheセnativela鳳 一

guagecanaffordtodosome

thingdsetofurthertheh・

knowledge.

Inthisresp㏄t」itseems

thatweareha皿dicapPedin

theuseoftime.Iusedto

も㎞khowseriousandlmf樋r

th量sproblemwas,bu亀nowI

.nolongerthinkso.
1'vef6unditpossibleto

comeacmssunexpectedw謄

derf田thhlgswhnelearning

Enghsk.Wecangetagreat

dealofknowledgeandwiden

OU「horizons.

Int1埴sway,wearehappy

tObeartheburdenofdevel{)P

ingourEnglishknowledge.

Anyhow,weshouldcontinue

todoourbesttornasterEng-

lishinordertofitinthecom・

munityofnatiOUS.

ToshihikoKobayashi

Otaru,

Hokkaido
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FIGURE10 筆者が学生時代に書いて採用された2つ の投書に対する反応

printedonTheDailyYomiuri,Thursday,January17,1985

1『ηコcticalS1～ 〃Zs

ShouZヒ1BeRaised
Sir:

Mr,Kobayashi's"Teach・

ers,EnglishPrOficiency

Pooガ'{Page3,Dec.22issue}

gavefbodfbr肥fiection・

IquiteagreeWithMr.K{》

bayashithatEngHsheduca・

tionherei8grammar。

centeredf6rthesolepurpose

ofstudentspass血gtheen・

tranceexamsandthatteach-

ersofE皿9hsharepooratthe

910ballanguageoftoday.

S血ceEnghshistaughtas

oneofthemostusefUImeans

ofco㎜ 鵬 嫉0叫teachers

shouldbeproficientin8peak

ingit。Forteacherstobeable

tospeakE夏ghshbetter,the

EducationMinistryshOUld

se臓dmoreteacherswhereit

isspokenaspartofitsEng`・

lisheducationprogram.

Tota皿yimmersedinEng・

1ish,teachersaresuretobe

蜘entspeakersofthatla皿 ・

guage,sothat,皿 】肱ewhatis

ddneatmiddleandhigh

schoo蹴oday,舳1eJapane3e

wiUbee血plqyedinEng五sh

Claq.ses.

HereinGumma・ken,sever・

alna恒vespeakersareteach・

血gEnglishattheinvitation

oftheprefbcturalgovem・

血e丑t,andgroupsofhigh

sdhodlteachelrs皿eetregular-

1ytodi8cu8svariousprob・

1em8inEnglishunderthe

goo(lgUidaロceoftheguestin-

structo困.

Tl曲 ㎞d「ofpositiveatti-

tudeshσuldbeencouraged.

Atthesameti鵬teachers

havetOmakeeveryeffortto

i叩rove'theirpractica1Eng・ ・

1ishbymakingmostofaudio。

visualε 直dssuchascassette

亀apes,TVandmσvies.

Las亀butnotlea8也,sゆ3

slK川klbetakentoexamine

oollegeentranceexamineesin

hear㎞gandspeakhlgEng。

liSli,sothatdueattentionw皿

bepa過 加thepractica互as。

pectsofEnglish。Andone
thingweshouldnotforgetis

thatleamingEnglishleadsto

thebetterunderstandingof

ourmothertongue-

Japanese.

TakamasaArai

Tomioka,

Gumma-ken

Eng〃ShLearners

WorthAdmiration

Sir:

InresponsetoMr・

Kobayashi'sle批erprintedin

theJa血uary7issueofThe

DailyYomiuri{Page3),I

wishむosaylgreatlyadmire

himfor}匝sd溢genceinWish一

㎞gtomasterEp9艮ish.

AsanativespeakerofEng・

五shhvh19血Jap叫1cannOW

understandhowdif厳cu1ち

EngHshmustbe.Eve皿after

resi曲ighereformanyyears,

IfhldtheJapaneselaロguage

arealcha皿enge-nottOmas・

ter,justtounderstandandbe

understood.

IaPPlaロdanyonewhoeam-

e8tlypursuesthemastelyof

alanguageotherthantheir

mothertongue.1皿thecase{㎡

En9髄shvs.Japanese,b←

causetheyaresovas纏ydif-

fbrenも,ittakesauextra

alnountofeffbr亀to・beableto

makesomeprOgress.

Asfbrotherswhosenative

languageisEnglis】 馬Idonot

knowtheirfeelings.Asfor

my8elf,Idonotfeelsuperior

tothosewhodonotknow

Enghshandca㎜ot司peakit.

AftergrapplingWiththeJap-

aPeselanguagefbrthese

years,Icanonlyadrnireany。

onewhoseeks也01eamEng・

lish.

Myexperiencesinyour

co岨try,Mr.Kobayashi,

havebeenonlypositiveones.

TheJapa岨esepeoP董erve

knownhavebeenkindand

he1P飢andIwan右toexpress

myappr㏄iation.Thankyou。

■oisTaylor

Sa沈ama.ken

77
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3.CONCLUS(ON

本稿で紹介した指導法は、筆者自身が日々大学の授業で実践 している実例

であり、改良、改善の余地があるものである。1990年 代 にインターネ ットが

我々の生活 に普及 し始め、いまは教育の世界で もその存在を無視することが

できな くなった。言語教育にインターネットを活用することは、効率的であ

るぼか りではなく、ネッ ト社会 における情報の取得 と選抜、保存、そして発

信 というプロセスの中に我々が教える大学生が既に収 まっている現実の中で

は、彼 らの英語の使用域が、従来の英語 を使用 した他言語話者 との直接対話

よりもむしろネ ットを通 じた意思疎通の機会の方が多 くなってきた現実に沿

うものである。

ネ ット時代 の到来 により、実用英語の教育の視点 は、英会話 を中心 とした

話し言葉 に限定されるのではな く、書 き言葉へ と拡張した。 リーディングと

ライティングの技能への再評価が始まった と言える。ネッ ト上の文書を素早

く読み、英文のメールを即座 に打てる能力が、実用英語の中心 に据えられて

きた と言って も過言ではない。

時事英語 は、 この英語が共通語 のインターネットの世界で流れる情報その

ものであ り、 この情報の正 しい扱い方、効率よい扱い方を教えることは時代

の要請であ り、それは英語教員 に期待される新分野である。英語 をコミュニ

ケーションの道具 として位置付 け、その技能があるがゆえに得 られる恩恵の

実例を、教室内でタスクを通じて示すことは、学習者の英語学習へのモチベー

ションを高める手法 としてこの上ない効果があるもの と考える。

時事英語 は、現在の大学生が卒業 して社会で接する英語そのものである。

教員はこの事実を無視 してならない。外国語教育の中心課題は、目標言語で

あらゆるメディアで情報処理 を行 う能力 を養成することであることを認識

し、情報価値の高いメディア英語を新鮮なうちに活用し、専門の授業に負け

ない最新の世界情勢を伝 える気構えが、大学の英語教官 ・教員 に求められて

いるのではないだろうか。
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APPENDIXl

Richards(1987=167-169)が 示 す リス ニ ン グ技 能 の構 成 要 素

Micro-Skills=ConversationalListening

1.AbilitytoretainchunksofIanguageofdiffetentlengthsforshortperiods

2.Abilitytodiscriminateamongthedistinctivesoundsofthetargetlanguage

3。Abilitytorecognizethestresspattersof .words

4.AbilitytorecognizetherhythmicstfuctureofEnglish圏

5.Abilitytorecognizethefunctionsofstressandintonationtosignaltheinformation

structureofutterances

6.Abilitytoidentifywordsinstressedandunstressedpositions

7.Abilitytorecognizereducedformsofwords

8.Abilitytodistinguishwordsboundaries

9.Abilitytorecognizetypicalwordorderpatternsinthetargetlanguage

10.Abilitytorecognizevocabularyusedincoreconversationaltopics

11.Abilitytodetectkeywords(i.e.,thosewhichidentifytopicsandpropositions)

12.Abilitytoguessthemeaningsofwordsfromthecontextsinwhichtheyoccur

13.Abilitytorecognizegrammati6alwordclasses(partsofspeech)

14.Abilitytorecogriizemalorsyntacticpatternsanddevices

15.Abilitytorecognizecohesivedevicesinspokendiscourse

16。Abilitytotorecognizeellipticalformsofgrammaticalunitsandsentences

17.Abilitytodetectsentenceconstituents

18.Abilitytodistinguishbetweenmajorandminorconstituents

19.Abilitytodetectmeaningsexpressedindifferinggrammaticalforms/sentence

types(i.e.,thataparticularmeaningmaybeexpressedindifferentways)

20.Abilitytorecognizethecommunicativefunctionsofutterances,accordingto

situations,participants,goals

21.Abilitytoreconstructorinfersituations,goals,participants,goals

22.Abilitytouserealworldknowledgeandexperiencetoworkoutpurposes,goals,

settings,procedures

23.Abilitytopredictoutcomesfromeventsdescribed

24.Abilitytoinferlinksandconnectionsbetweenevents

25.Abilitytodeducecausesandeffectsfromevents

26.AbilitytodistinguishbetweenIiteralandimpliedmeanings

27.Abilitytoidentifyandreconstructtopicsandcoherentstructurefromongoing

discourseinvolvingtwoormorespeakers

28.Abilitytorecognizemarkersofcoherenceindiscourse,andtodetectsuchrela-

tions,asmainidea,supportingidea,giveninformation,newinformation,generali-

zation,exemplification

29.AbiIitytoprocessspeechatdifferentrates

30.Abilitytoprocessspeechcontainingpauses,errors,corrections

31.Abilitytomakeuseoffacial,paralinguistic,andothercluestoworkoutmeanings

32.Abilitytoadjustlisteningstrategiestodifferentkindsoflistenerpurposesorgoals

33.Abilitytosignalcom亘rehensionorlackofcomprehension,verballyandnon-verbally
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APPENDIXII

Richards(1987=167-169)が 示 す リス ニ ン グ技 能 の 構 成 要 素

Micro-Skills=AcademicListening(ListeningtoLectures)

1.Abi工itytoidentifypurposeandscopeoflecture

2.Abilitytoidentifytopicoflectureandfollowtopicdevelopment

3.Abilitytoidentifyrelationshipsanlongunitswithindiscourse(e.g.,majorideas,

generalizations,hypotheses,supportingideas,examples)

4.Abilitytoidentifyroleofdiscoursemarkersinsignalingstructureofalecture(e.g.,

conjunctions,adverbs,gambits,routines)

5.Abilitytoinferrelationships(e.g.,cause,effect,conclusion)

6.Abilitytorecognizekeylexicalitemsrelatedtosubject/topic

7.Abilitytodeducemeaningsofwordsfromcontext

8.Abilitytorecognizemarkersofcohesion

9.Abilitytorecognizefunctionofintorlationtosignalinformationstructure(e.g.,

pitch,volume,pace,key)

10.Abilitytodetectattitudeofspeakertowardsubjectmatter

11.AbilitytofollowdifferentmodesofIecturing:spoken,audio,audio-visuaI

12.Abilitytofollowlecturedespitedifferencesinaccentandspeed

13.Familiaritywithdifferentstylesoflecturing:forma1,conversationa1,read,unplan-

ned

14.Familiaritywithdifferentregisters:writtenversuscolloquial

15.Abilitytorecognize』irrelevantmatter:jokes,digressions,meanderings

16.Abilitytorecognizefunctionsofnon-verbalcuesasmarkersofemphasisand

attitude

17.Krlowledgeofclassroomconventions(e.g.,turntaking,clarificationrequests)

18.Abilitytorecognizeinstructional/learnertasks(e,g.,warnings,suggestions,recom-

mendations,advice,instructions)


